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抹茶オイシイデスカ抹茶オイシイデスカ？？
5月１5月１６６日「シャヘイラムバレー校ジュニア使節団お茶席を体日「シャヘイラムバレー校ジュニア使節団お茶席を体験験」」

今
月
の
主
な
内
容

朝朝ごはんを食べましょう朝ごはんを食べましょう………………２２
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人いきいき／新あさご百人いきいき／新あさご百景景
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平
成
21
年
度
に
行
っ
た
健
康
づ
く
り

の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
食
育
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
（
下
段
グ
ラ
フ

を
参
照
）
で
は
、
朝
食
を
毎
日
食
べ
て

い
る
人
の
割
合
は
、
就
学
前
の
子
ど
も

が
93
・
９
㌫
、
小
学
生
は
93
・
２
㌫
、

中
学
生
は
84
・
７
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
15
〜
64
歳
の
男
性
で
は
74
㌫
、
女

性
は
83
・
６
㌫
が
朝
食
を
毎
日
食
べ
て

い
る
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　
逆
に
20
歳
代
で
朝
食
を
食
べ
な
い
人

　
毎
日
、
朝
ご
は
ん
を
食
べ
て
い
る
人
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と

い
う
調
査
結
果
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
よ
り
、

身
だ
し
な
み
に
気
を
つ
か
う
、
も
う
少
し
寝
て
い
た
い
、
ダ
イ
エ
ッ

ト
中
だ
か
ら
朝
ご
は
ん
は
食
べ
な
い
、
こ
ん
な
こ
と
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
朝
ご
は
ん
は
、
お
腹
を
満
た
す
た
め
だ
け
に
食
べ
る

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
眠
っ
て
い
た
体
と
頭
を
目
覚
め
さ
せ
、
元

気
に
１
日
を
過
ご
す
た
め
に
大
切
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

朝
ご
は
ん
を
食
べ
ま
し
ょ
う

元
気
な
毎
日
は
朝
ご
は
ん
か
ら

毎
年
６
月
は
「
食
育
月
間
」
毎
月
19
日
は
「
食
育
の
日
」
で
す

の
割
合
が
男
性
で
は
24
・
５
㌫
、
女
性

で
は
10
・
７
㌫
、
30
歳
代
男
性
が
14
・

８
㌫
と
他
の
年
代
よ
り
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
15
〜
64
歳
の
年
代
で
、主
食
・

主
菜
・
副
菜
が
そ
ろ
っ
た
朝
食
を
食
べ

て
い
る
人
は
、
19
・
８
㌫
と
い
う
結
果

で
し
た
。

　
小
・
中
学
生
が
朝
食
を
食
べ
な
い
理

由
と
し
て
は
、「
食
欲
が
な
い
」「
食
べ

る
時
間
が
な
い
」
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、

ま
た
朝
食
を
毎
日
家
族
そ
ろ
っ
て
食
べ

て
い
る
人
の
割
合
は
、
小
学
生
で
34
・

７
㌫
、
中
学
生
で
25
・
３
㌫
と
な
っ
て

い
ま
す
。
家
族
一
人
ひ
と
り
の
生
活
習

慣
を
見
直
し
、
家
族
が
そ
ろ
っ
て
朝
食

を
食
べ
る
環
境
を
整
え
、
よ
り
良
い
１

日
の
ス
タ
ー
ト
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
、
各
年
代
を
通
じ
て
、
朝
食

の
欠
食
率
の
減
少
、
ま
た
、
主
食
・
主
菜
・

副
菜
を
そ
ろ
え
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
が
と
れ
る
こ
と
を
目
ざ
し
て
食
育
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

資料：平成２１年 朝来市食育アンケートほか
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朝
ご
は
ん
の
大
切
な
働
き

◆
朝
ご
は
ん
は

　
　
　
　
１
日
の
パ
ワ
ー
の
源

　
脳
は
寝
て
い
る
間
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

使
い
ま
す
。
朝
ご
は
ん
を
食
べ
な
い
と
、

脳
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
に
な
り
、
午
前

中
、
ボ
ー
ッ
と
し
た
感
覚
が
続
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
こ

と
に
よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
充
し
、

消
化
器
官
に
刺
激
を
与
え
、
ま
た
体
温

が
上
昇
し
脳
を
目
覚
め
さ
せ
、
勉
強
や

仕
事
へ
の
集
中
力
を
高
め
る
働
き
も
あ

り
ま
す
。

◆
朝
ご
は
ん
を
食
べ
て

　
　
　
　
　
お
腹
も
す
っ
き
り

　
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
と
胃
腸
が
刺
激

を
受
け
て
排
便
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

そ
し
て
朝
食
後
に
ト
イ
レ
に
行
く
習
慣

を
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
快
食
・
快

便
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◆
肥
満
を
予
防
す
る

　
朝
ご
は
ん
を
食
べ
な
い
と
、
１
日
２

食
に
よ
る
ま
と
め
食
い
や
、
血
糖
値
の

急
激
な
上
昇
に
よ
っ
て
脂
肪
が
蓄
積
し

や
す
く
な
り
、
肥
満
や
生
活
習
慣
病
の

発
症
に
つ
な
が
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
１
日
３
食
バ
ラ
ン
ス
良
く
食

べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

 

朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
工
夫

◆
朝
ご
は
ん
を
食
べ
て
い
な
い
人

　
す
ぐ
に
食
べ
ら
れ
る
乳
製
品
や
果
物
、

お
に
ぎ
り
や
パ
ン
な
ど
簡
単
に
と
れ
る

も
の
を
用
意
し
て
み
る
こ
と
か
ら
始
め

ま
し
ょ
う
。

朝来市では、健康増進計画（後期）・食育推進

計画「健康あさご 21」によって、市民の皆さん

の健康づくりを推進しています。「食」を通じ

た健康づくりとして、食に関する知識を深め、

健全な食生活を実践できるようにさまざまな食

育活動に取り組んでいます。

【問い合わせ先】

　市役所地域医療・健康課

　☎６７２－５２６９（和田山保健センター内）

バランスの良い朝ごはんにするために

　
一
品
で
主
食
・
主
菜
・
副
菜
の
そ
ろ

う
ぞ
う
す
い
や
オ
ー
プ
ン
サ
ン
ド
も
お

す
す
め
で
す
。

　
ま
た
朝
ご
は
ん
を
食
べ
て
い
る
人
も

主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
そ
ろ
え
、
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
事
に
な
る
よ
う
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

朝ごはんを食べて

気持ちのよい１日を

スタートさせましょう

主菜

副菜

主食

主菜は、たんぱ
く質を多く含む
食品で、魚・肉・
卵・大豆製品な
どがあります。

副菜は野菜や
海藻などです。

い
つ
も
の
朝
ご
は
ん
に
加
え
る
だ
け
で

バ
ラ
ン
ス
が
も
っ
と
良
く
な
り
ま
す

平成２５年６月平成２５年６月号号３

主食・主菜・副菜をそろえましょう



◎
職
員
意
識

○
職
員
同
士
の
情
報
の
共
有
が
大
切

▽
職
員
か
ら
保
護
者
に
声
掛
け
を
し

て
ほ
し
い

教
育
課
程

◎
生
き
る
力
の
基
礎
を
身
に
付
け
る
指
導

○
基
本
的
生
活
習
慣
の
確
立
に
向
け

て
家
庭
と
の
連
携
を
図
る

○
園
児
一
人
ひ
と
り
の
理
解
を
深
め

環
境
設
定
の
見
直
し
を
図
る

▽
自
然
に
触
れ
ら
れ
る
機
会
を
大
切

に
し
た
活
動
の
工
夫
を

◎
連
携
・
交
流
に
つ
い
て

○
保
・
幼
・
小
の
交
流
内
容
の
充
実

に
向
け
た
取
り
組
み
を

▽
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
を
持
っ

た
人
た
ち
と
の
交
流
を

▽
地
域
の
老
人
施
設
等
に
出
向
く
な

ど
の
交
流
を

◎
道
徳
性
の
芽
生
え
の
育
成

○
社
会
ル
ー
ル
を
守
る
態
度
の
育
成

を
図
る

○
落
ち
着
い
て
生
活
で
き
る
よ
う
時

間
の
使
い
方
を
工
夫
す
る

◎
特
色
あ
る
教
育
活
動

▽
挫ざ

せ

つ折
や
失
敗
も
味
わ
え
る
環
境
や

活
動
を

保
育
活
動

◎
幼
児
期
に
ふ
さ
わ
し
い
生
活
の
展
開

○
体
験
活
動
を
充
実
し
、
運
動
遊
び
に

力
を
注
ぐ

○
保
護
者
も
一
緒
に
子
育
て
に
参
加

で
き
る
よ
う
な
内
容
を

▽
絵
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
図
書
館
の

活
用
の
継
続
を

▽
泥
ん
こ
遊
び
な
ど
家
で
は
な
か
な
か

で
き
な
い
遊
び
を
取
り
入
れ
て
ほ
し
い

▽
季
節
行
事
や
昔
遊
び
は
ど
ん
ど
ん

取
り
入
れ
て
ほ
し
い

▽
親
子
行
事
を
取
り
入
れ
て
ほ
し
い

◎
言
語
活
動
の
充
実

○
生
活
の
中
で
言
葉
が
上
手
く
伝

わ
っ
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
職
員
が

園
児
の
目
線
で
話
す
こ
と
を
心
が
け

る▽
言
葉
づ
か
い
が
乱
れ
て
い
る
の
で

園
で
も
き
れ
い
な
言
葉
づ
か
い
の
指

導
を

平
成
24
年
度

幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
評
価

市教育委員会では、これらの評

価結果を受け、職員研修、教育・

保育内容の充実に向けた取り組

みをさらに進めていきます。

【問い合わせ先】

市教育委員会こども育成課

☎６７７ー２１１３

園
運
営

◎
開
か
れ
た
園
づ
く
り

○
教
育
相
談
が
気
軽
に
受
け
ら
れ
る

よ
う
な
曜
日
を
設
定
し
て
い
き
た
い

▽
学
年
通
信
や
園
だ
よ
り
な
ど
保
護

者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
十

分
図
ら
れ
て
い
た

▽
参
加
日
等
小
学
校
と
連
携
を
と
っ

て
い
た
だ
き
た
い

◎
危
機
管
理
体
制

○
防
災
意
識
の
高
揚
や
安
全
教
育
は

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
繰
り
返

し
実
施
す
る
こ
と
が
大
切

※
評
価
は
自
己
評
価
と
関
係
者
評
価
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す

自
己
評
価
…
市
内
各
幼
稚
園
（
こ
ど
も
園
）
教
職
員
に
よ
る
自
己
評

価
を
中
心
に
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
総
合
的
に
分
析
し
た
も
の
（
○
印
）

関
係
者
評
価
…
幼
稚
園
評
議
員
（
地
域
の
有
識
者
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
な

ど
園
長
が
推
薦
）
に
よ
っ
て
幼
稚
園
（
こ
ど
も
園
）
が
示
す
改
善
策

や
今
後
の
課
題
を
評
価
し
た
も
の
（
▽
印
）

市
教
育
委
員
会
は
、
市
内
の
全
幼
稚
園
（
５
こ
ど
も
園
、

４
幼
稚
園
）
の
幼
稚
園
評
価
を
ま
と
め
ま
し
た
。
今
回
は
、

そ
の
一
部
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

広報 ４



５月１６日、山東町三保区の拠点施設でコウノトリの卵２個

が孵化し、朝来市初となるヒナ２羽が誕生しました。
ふ か

現在、県の「コウノトリ野生復帰グランドデザイン」の目

標のひとつとして、豊岡盆地内に限られている野生のコウノ

トリの営巣地域を但馬地域に拡大するための取り組みが進め

られています。

その一環として朝来市内では、三保区の拠点施設で、昨年

１０月に豊岡市の県立コウノトリの郷公園からコウノトリのペ

アが受け入れられ、周辺地域の皆さんの協力のもと、放鳥に

向けたさまざまな対策が行われ飼育が続けられてきました。

【経 過】

コウノトリのヒナは孵化後、約６５日で巣立ちを行うため、順

調に育てば、７月中旬から下旬ごろに放鳥が行われる予定です。

コウノトリの郷公園からコウノトリペアを受け入れる
平成２４年
１０月１９日

盛土の上に巣台を設置し巣の使用を促す１２月１８日

巣の使用頻度の向上と繁殖行動の促進を図るため
巣材を直接巣に入れる対策を施す

平成２５年
２月１日

コウノトリペアの刺激策として
当て馬となる別のコウノトリ（１羽）を飼育する

３月１２日

木製の擬卵（３個）を巣内に設置する
ぎらん

４月１３日

擬卵の抱卵行動が終日見られるため 擬卵から
ほうらん

別のペアの孵化直前の卵（２個）に交換し托卵する
たくらん５月１３日

托卵した卵の孵化を確認する５月１６日

５
月

日
１６

誕
生
し
た
２
羽
の
ヒ
ナ

擬
卵
を
孵
化
直
前
の
卵
と
入
れ
替
え
る
作
業

※
写
真
は
い
ず
れ
も
県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
提
供

コウノトリのヒナ誕生
５月１６日 三保区の拠点施設で

平成２５年６月平成２５年６月号号５

南但クリーンセンター
施設見学の予約受付を開始します

■見学できる日時

毎週月～金曜日

（祝祭日・１２／２９～１／３を除く）

午前１０時～１１時３０分

午後１時３０分～３時

※上記以外の時間帯を希望の場

合は事前にご相談ください。

■見学内容

説明案内映像と施設見学

（約１時間半）

■費用 無料

■申込み

電話で事前に予約日時を確認い

ただき、所定の申込書に必要事

項を記入の上、申込みください。

■申込み・問い合わせ先

南但広域行政事務組合環境課

（和田山町高田）

☎６７０－３３６６

蛎

各

劃

廓

鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎

鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎

嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇

嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇

【
狩
猟
免
許
と
は
】

狩
猟
期
間
中
に
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の

狩
猟
鳥
獣
を
捕
獲
す
る
の
に
必
要
な
資
格
で

す
。
ま
た
、
県
や
市
町
の
許
可
を
受
け
て
実

施
す
る
有
害
鳥
獣
捕
獲
に
も
原
則
的
に
必
要

で
す
。

【
狩
猟
の
楽
し
み
と
公
益
性
】

狩
猟
は
、
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
や
料
理
を
楽

し
む
と
い
う
魅
力
の
ほ
か
、
農
林
業
被
害

を
与
え
る
野
生
動
物
の
生
息
頭
数
を
適
正

に
管
理
す
る
と
い
う
公
益
性
も
兼
ね
備
え

て
い
ま
す
。

【
試
験
日
程
・
会
場
】

県
は
、
次
の
と
お
り
狩
猟
免
許
試
験
を
実

施
し
ま
す
。

１
回
目

○
申
込
期
間

６
月
３
日

～

日

（月）

１８

（火）

○
知
識
･
適
性
試
験
日

７
月
６
日
（土）

会
場

神
戸
、
姫
路
、
養
父
、
南
あ
わ
じ

○
技
能
試
験
日
（
知
識
･
適
性
試
験
の
合
格

者
の
み
）
７
月

日

・
姫
路

ま
た
は

２０

（土）

７
月

日

・
神
戸

２８

（日）

２
回
目

○
申
込
期
間

８
月
５
日

～

日

（月）

２０

（火）

○
試
験
日
・
会
場

９
月

日

・
姫
路

１１

（水）

ま
た
は

９
月

日

・
神
戸

１８

（水）

【
免
許
の
種
類
】

▽
網
猟
（
主
に
鳥
類
）
▽
わ
な
猟
（
獣
類
の
み
）

▽
第
一
種
銃
猟
（
装
薬
銃
、
空
気
銃
）

▽
第
二
種
銃
猟
（
空
気
銃
）

（
一
社
）
兵
庫
県
猟
友
会
主
催
で
、
試
験
前

の
６
月
８
日

と
８
月
３
日

に
、
こ
れ
か

（土）

（土）

ら
狩
猟
免
許
試
験
を
受
験
す
る
人
を
対
象
に
、

知
識
・
技
能
に
関
す
る
初
心
者
講
習
会
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

○
試
験
に
関
す
る
こ
と

朝
来
農
林
振
興
事
務
所
森
林
林
業
課

☎
０
７
９
―

６
７
２
―

６
８
８
２

県
農
政
環
境
部
自
然
環
境
課

☎
０
７
８
―

３
６
２
―

３
４
６
３

○
初
心
者
講
習
会
に
関
す
る
こ
と

兵
庫
県
猟
友
会

☎
０
７
８
―

３
６
１
―

８
１
２
７

初
心
者
講
習
会

狩
猟
免
許
試
験
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６５歳以上の人（第1号被保険者）の介護保険料は、本人と世帯の市民税の課税状況や本人の前年の

所得、年金収入等に応じて、下表のとおり段階的に決められています。

前年の所得が６月に確定しますので、６月中旬に平成２５年度介護保険料決定通知書をお送りします。

平成２５年度介護保険料決定通知書を送付します（６月中旬）

６５歳以上の皆さまへ

年額

保険料額

月額

保険料額

基準額に

対する割合
対象となる人

所得

段階

29,520円2,460円0.50
●生活保護を受けている人
●老齢福祉年金を受けている人で
世帯全員が市民税非課税の人

第
１
段
階

29,520円2,460円0.50

世帯全員が市民税非課税で
前年の課税対象となる年金収
入額＋合計所得金額が８０万
円以下の人

第
２
段
階

41,328円3,444円0.70

世帯全員が市民税非課税で
前年の課税対象となる年金収
入額＋合計所得金額が８０万
円を超え１２０万円以下の人

第
３
段
階

44,280円3,690円0.75

世帯全員が市民税非課税で
前年の課税対象となる年金収
入額＋合計所得金額が１２０万
円を超える人

51,660円4,305円0.875

本人が市民税非課税で 同じ
世帯に市民税課税者がいる人
のうち 前年の課税対象とな
る年金収入額＋合計所得金額
が８０万円以下の人

第
４
段
階

59,040円4,920円1.00

本人が市民税非課税で 同じ
世帯に市民税課税者がいる人
のうち 前年の課税対象とな
る年金収入額＋合計所得金額
が８０万円を超える人

73,800円6,150円1.25
本人が市民税課税で 合計所
得金額が１９０万円未満の人

第
５
段
階

88,560円7,380円1.50
本人が市民税課税で 合計所
得金額が１９０万円以上４００万
円未満の人

第
６
段
階

103,320円8,610円1.75
本人が市民税課税で 合計所
得金額が４００万円以上の人

第
７
段
階

平成２５年度

２月１２月１０月８月６月４月

本徴収前年度２月と同額（仮徴収）

（例）第４段階 年額51,660円の場合（平準化ありの時）

8,800円8,800円9,060円
8,800円
（平準化）

8,100円8,100円

平成２５年度

２月１２月１０月８月６月４月

本徴収
前年度最終期と
同額（仮徴収）

（例）第４段階 年額51,660円の場合

8,400円8,400円8,400円8,400円8,560円9,500円

朝来市の介護サービス総費用

＝ のうち第１号被保険者負担分÷１２か月

朝来市の第１号被保険者数

※４０歳以上６５歳未満の人（第２号被保険者）の介護保

険料は、ご加入の医療保険の保険料と併せて医療保険者

を通じて納めていただいています。

◆特別徴収（年金からの天引きによる納付）の人

前年度から継続して特別徴収で保険料を納めている

人は、通常、前年度２月の金額と同額を４・６・８月に

仮徴収します。所得等が確定後の１０・１２・２月は年額か

ら仮徴収額を差し引いた金額を振り分けて決定します。

ただし、１０月以降の保険料が極端に増減しないよう

に、８月分の仮徴収額から金額を変更して調整（平準化）

させていただく場合がありますので通知書をご確認く

ださい。

（例）

＊年額５１,６６０円から仮徴収額（４月・６月分）を差し引

き、残りの納期（４回）で等分し、１００円未満の端数を

１０月分に加えています。

◆普通徴収（口座振替または納付書による納付）の人

（年金額が１８万円未満の人、年度途中で６５歳になった人など）

前年度最終期の金額と同額（または同額から１００円未

満の端数を除いた金額）または前年度所得段階の月額の

２か月分を４月に納めていただき、６月に所得等確定後、

年額から仮徴収額を差し引いた金額を残りの納期に振

り分けて決定します。

（例）

＊年額５１,６６０円から仮徴収額（４月分）を差し引き、残

りの納期（５回）で等分し、１００円未満の端数を６月分

に加えています。

※普通徴収から特別徴収に年度途中で切り替わる場合

など計算方法が異なる場合があります。

※年度途中に所得の変更等で納付金額や納付方法に変

更がある場合は、その都度通知させていただきます。

その他ご不明な点はお問い合わせください

■問い合わせ先 市役所高年福祉課☎６７２－６１２４

朝来市の介護保険料基準額表
（平成２４～２６年度）

保険料の決まり方

※基準額

（月 額）



平平成２５年６月平成２５年６月号号７

氏 名区氏 名区氏 名区氏 名区

小 島 茂 幸北真弓奥 藤 勝黒川程 岡 吉 人生野新町谷 川 晃生野１区

生
野

坂 本 薫南真弓篠 和 美猪野々城 美作子奥銀谷村 崎 清 三生野２区

日 下 部 誠川尻石 田 誠白口成 瀬 正 一小野萩野 喜代一生野３区

千 葉 秀 雄栃原足立 喜八郎円山小 笠 原 勇生野緑ケ丘太田 堅一郎生野４区

藤 本 直小田和美 濃 孝 次竹原野天 野 裕 昭生野５区

清 水 隆 夫菖蒲沢青 石 安 雄上生野中 村 八 郎生野６区

嵯峨山 和幸竹田中町浅 田 郁 雄枚田岡細 見 昇土田森 本 英林垣

和
田
山

平 位 雅 彦竹田上町北 垣 要玉置前 田 裕西土田上 地 正 大緑ケ丘（和田山）

足 立 義 美竹田新町藤 井 義 正桑原金 山 彰 治宮田岸 田 龍 雄秋葉台１区

山 内 康 雄殿町山 田 勝柳原森 田高瀬山 本 康 則秋葉台2区

平 位 幸 三旭町田 中 哲 哉駅北野 﨑 一 章法道寺黒 﨑 洋 介秋葉台３区

田 中 薫東町田 辺 秀 夫和田山駅前森 下 恒 夫岡柴 山 英 明秋葉台４区

藤 原 正栄町藤 原 一白井後 藤 敏 夫芳賀野下 村 清寺内

足立 三佐雄安井衣 川 光 男宮古 澤 宏 三宮内山 本 正 三万葉台

太 田 垣 進殿畠 山 義久田和田 中 敏 昭高田松 上 春 義高生田

山 本 信 一三波北垣 賢治郎東和田大 西 功和田山上町足 立 勉室尾

橋 本 喜 義藤和高見 駿太郎中小 出 信 篤和田山京口平 野 良 幸市場

藤 井 太 郎久留引小 山 忠 昭野村安 井 幹 員和田山本町中 島 茂 久和田

藤 井 保 雄加都濱 信 雄岡田上 坂 茂和田山新町仲 村 守竹ノ内

坂 本 樹筒江衣 川 勝 信弥生が丘１区谷 田 照 義枚田梶 原 克 巳内海

講 本 光 男久世田新 宮 郁 朗弥生が丘２区田 中 国 雄市御堂田 中 四 郎朝日

髙 橋 孝 夫城南台石 原 啓 一竹田下町中 里 泰 雄比治伊 孝寺谷

安 福 進米屋町尾 花 雅 一法興寺和 田 茂 樹東谷

松 本 清 志観音町阿 野 清 司立ノ原和 田 政 夫平野（和田山）

木 村 克 彦溝黒梶 原 宏西地福 井 義 明野間水 谷 正 起滝田

山
東

石 田 隆山歳中 島 貞 久西谷城 本 利 明田ノ口奥 藤 康 正大垣

木 村 義 明喜多垣西 垣 英 仁比叡波多野 富則金浦太 田 常 夫矢名瀬下町

西 澤 裕迫間中 島 積東足立賢一郎諏訪足 立 隆矢名瀬中町

奥 敏 夫与布土大 崎 正 実柴中 島 哲 夫大月南 光 三 郎川原町

岸 田 定 雄森枚 田 信 章一品小 山 斉向大道岩 村 年 隆上ゲ町

岡 林 史 郎三保安 田 龍 美上早田奥 義 春楽音寺松 本 高 治末歳

中 島 孝 己越田谷 田 信早田中 島 宣 美清水町水 谷 幸 男新堂

太 田 悦 夫柿坪村 上 和 義和賀池 本 茂 則小谷田 中 甫大内

奥 均柊木西 浩 一 郎田中掃 部 英 明塩田

瀧 口 勇羽渕宮 田 和 男新井３区山 本 健 次澤小 林 正 敬物部

朝
来

米 田 利 秋口田路長谷波 孝司八代松 本 康 廣山内越 中 敬 夫桑市

宮 下 孝 志中田路山 田 卓 己山本安 保 徹納座藤 本 稔上八代

關 剛奥田路藤 本 廣 司土肥古 家 俊 和川上佐 野 繁立脇

清 水 司元津和 田 榮 市老波椿 野 純 夫山口桑 原 正 寛愛タウン

松 本 邦 彦上岩津山 下 正 之佐中荒 川 登立野伊 藤 宣 廣多々良木

清 水 政 廣平野（朝来）佐 藤 晴 英新井１区池 野 博石田

山内 隆治郎神子畑太田垣總一郎新井２区中 島 隆 幸伊由市場

元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元

元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元

元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元

平成２５年度の市内１６１区の区長さんをお知らせします。＜敬称略＞

■問い合わせ先
市役所総合政策課
☎６７２－６１１０

連合区長会会長 岩村年隆（上ゲ町）

連合区長会副会長 太田垣總一郎（新井２区） 坂 本 薫（南真弓） 安 福 進（米屋町）

会計監事（理事） 中村八郎（生野６区） 高見駿太郎（中）

理 事 成 瀬 正 一（小野） 足立喜八郎（円山） 松上春義（高生田） 森 下 恒 夫（岡） 浅 田 郁 雄（枚田岡）

西 澤 裕（迫間） 枚 田 信 章（一品） 池本茂則（小谷） 藤本 稔（上八代）

中 島 隆 幸（伊由市場） 宮 下 孝 志（中田路）

区長さんの紹介



ま
す
ま
す
新
緑
が
ま
ぶ
し
く

な
る
６
月
と
な
り
ま
し
た
。
市
内

に
も
た
く
さ
ん
の
豊
か
な
自
然

が
存
在
し
て
い
ま
す
。
市
内
の
北

東
部
に
あ
っ
て
和
田
山
町
域
で

は
最
も
谷
地
形
の
深
い
糸
井
渓

谷
も
そ
の
一
つ
で
す
。
こ
の
渓
谷

を

包

み

込

む

西
床
尾
山

～

に

し

と

こ

の

お

さ

ん

東
床
尾
山
～

ひ

が

し

と

こ

の

お

さ

ん

鉄
鈷
山
の
広
大
な

か

な

と

こ

や

ま

山
地
は
、
多
く
の
動
物
の
命
を
は

ぐ
く
み
、
豊
か
な
植
生
を
養
っ
て

い
ま
す
。
渓
谷
の
岩
壁
の
急
斜
面

に
ウ
ラ
ジ
ロ
カ
シ
の
小
群
林
も

あ
っ
て
、
樹
下
に
は
ヒ
メ
ア
オ
キ
、

ハ
イ
イ
ヌ
ガ
ヤ
を
見
る
日
本
海

型
の
植
物
群
集
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
6
0
0
㍍
レ
ベ
ル
に
は
ブ
ナ

帯
の
下
樹
相
の
オ
オ
カ
メ
ノ
キ

や
ク
ロ
モ
ジ
が
、
7
0
0
㍍
レ
ベ

ル
か
ら
は
、
イ
ヌ
ブ
ナ
や
ミ
ズ
ナ

ラ
も
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

環
境
の
な
か
、「
糸
井
の
大
カ
ツ

ラ
」
も
ひ
と
き
わ
存
在
感
を
強
く

放
っ
て
い
ま
す
。

但
馬
に
は
多
く
の
カ
ツ
ラ
の

木
が
生
育
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

紹
介
す
る
国
の
天
然
記
念
物
で

あ
る
糸
井
の
大
カ
ツ
ラ
を
は
じ

め
と
し
、
県
の
天
然
記
念
物
と
し

て
養
父
市
別
宮
の
大
カ
ツ
ラ
・
香

美
町
村
岡
区
和
池
の
大
カ
ツ
ラ
・

兎
和
野
の
大
カ
ツ
ラ
、
市
の
天
然

記
念
物
と
し
て
養
父
市
轟
の
大

カ
ツ
ラ
・
豊
岡
市
万
劫
の
大
カ
ツ

ラ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
但
馬
の
巨
木
の

一
つ
で
あ
る
糸
井
の
大
カ
ツ
ラ

は
、
糸
井
川
上
流
、
糸
井
渓
谷
の

最
奥
部
に
あ
る
支
流
渓
谷
沿
い

の
道
を
ふ
さ
ぐ
よ
う
に
天
高
く

そ
び
え
て
い
ま
す
。
昭
和

年
６

２６

月
９
日
に
国
の
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
昔
、
こ

の
地
方
を
襲
っ
た
「
お
お
日
照

り
」
に
際
し
、
名
僧
を
招
き
雨
ご

い
を
し
た
と
き
、
こ
の
木
に
法
衣

を
か
け
て
祈
願
し
干
害
（
ひ
で
り

に
よ
る
被
害
）
を
救
っ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
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糸糸井の大カツラ糸井の大カツラ
（朝来の天然記念物（朝来の天然記念物））
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市市市４
月
の
市
長
選
で
再
選
し
た
、多

次
勝
昭
市
長
が
、２
期
目
の
任
期
初

日
と
な
る
５
月
８
日
の
朝
、職
員
ら

約
２
０
０
人
が
出
迎
え
る
な
か
、市

役
所
に
初
登
庁
し
ま
し
た
。

農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た

就
任
式
で
は
、「
市
民
の
皆
さ
ん
の
声

な
き
声
を
市
政
に
反
映
す
る
た
め
に
、

地
域
に
出
向
き
対
話
を
重
ね
て
い
き

た
い
。職
員
一
人
ひ
と
り
が
努
力
と

知
恵
を
絞
っ
て
市
民
目
線
で
の
サ
ー

ビ
ス
を
実
行
し
て
ほ
し
い
。一
緒
に

素
晴
ら
し
い
朝
来
市
づ
く
り
に
精
進

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」と
職
員
を
前

に
力
強
く
述
べ
ま
し
た
。

多
次
市
長
の
任
期
は
、平
成

年
２９

５
月
７
日
ま
で
の
４
年
間
で
、引
き

続
き
、市
政
運
営
を
通
じ
政
策
の
実

現
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ͳ
͖
声
Λ
市
੓
ʹ

ଟ
࣍
市
੓
̎
ظ
໨
͕
ε
λ
ồ
τ

声声声４
月

日
、Ｊ
Ｒ
の
特
急「
は
ま
か

２７

ぜ
」の
竹
田
駅
へ
の
臨
時
停
車
と
、竹

田
の
ま
ち
と
山
城
の
郷
、城
跡
と
を

結
ぶ「
天
空
バ
ス
」の
運
行
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。当
日
は
記
念
式
典
が
行

わ
れ
、多
次
市
長
ら
が
、大
阪
か
ら
の

一
番
列
車
と
な
る「
は
ま
か
ぜ
１
号
」

を
出
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
は
、交
通
手
段
の
選
択
肢
を

増
や
す
と
と
も
に
、城
跡
周
辺
の
渋

滞
解
消
と
、竹
田
の
ま
ち
へ
の
回
遊

客
の
増
加
を
目
的
に
、市
が
、Ｊ
Ｒ
西

日
本
、全
但
バ
ス
と
協
力
し
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。９
月
末
ま
で
の
土

日
祝
日
に
、特
急「
は
ま
か
ぜ
」は
上
下

３
本
が
臨
時
停
車
、天
空
バ
ス
は
午
前

９
時
台
か
ら
午
後
５
時
台
ま
で
の
一

日
８
本
が
運
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ా
৓
੻

మ
ಓ
ͱ
ό
ε
Ͱ
ौ
଺
஌
Β
ͣ

竹竹竹

出迎えた職員から花束を受け取る多次市長観光客のさらなる増加に期待がかかります
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１
月
に
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス（
長
崎

県
佐
世
保
市
）で
開
か
れ
た
、全
国
各

地
の
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
集
ま

る
催
し
で
、参
加
し
た
１
４
１
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
、５
分
間
動
き
を

合
わ
せ
て
踊
り
続
け
る
世
界
記
録
に

挑
戦
し
、１
３
４
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
成
功
、ギ
ネ
ス
世
界
記
録
に
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
に
但
馬
か
ら
は
、朝
来

市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ち
ゃ
す
り
ん
」

と
養
父
市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
や
っ

ぷ
ー
」が
参
加
、こ
の
ほ
ど
認
定
書
が

ギ
ネ
ス
ワ
ー
ル
ド
レ
コ
ー
ズ
ジ
ャ
パ

ン
か
ら
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

糸
井
の
大
カ
ツ
ラ
の
規
模
は
、

樹
高

㍍
、
枝
張
り
東
西

㍍
、

３５

３０

南
北

㍍
を
計
り
、
そ
の
姿
は
本

３１

当
に
壮
観
で
す
。
現
状
で
は
約
８４

本
の
「
ひ
こ
ば
え
」
が
林
立
し
て

い
ま
す
。
ひ
こ
ば
え
と
は
、
樹
木

の
切
り
株
や
根
元
か
ら
生
え
て

く
る
若
枝
の
こ
と
で
、
糸
井
の
大

カ
ツ
ラ
の
場
合
、
ひ
こ
ば
え
に

よ
っ
て
取
り
囲
ま
れ
た
中
心
に
、

６
畳
間
く
ら
い
の
空
間
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
長
い
年
月
の
末
に
主

幹
が
朽
ち
果
て
た
こ
と
を
示
し
、

２
千
年
と
も
い
わ
れ
る
長
い
樹

齢
と
そ
の
偉
容
を
し
の
ば
せ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
糸
井
の
大
カ
ツ

ラ
に
も
昭
和

年
に
襲
っ
た
台

６３

風
被
害
に
よ
っ
て
木
の
周
り
の

土
壌
が
流
出
し
、
ま
た
そ
の
後
の

周
辺
の
地
形
改
変
に
よ
っ
て
正

常
に
生
育
で
き
な
い
よ
う
な
状

況
に
陥
り
ま
し
た
。
特
に
谷
側
の

樹
冠
枝
の
一
部
に
先
端
枯
れ
が

あ
り
、
枝
の
形
態
も
湾
曲
に
生
育

し
、
枝
が
短
枝
化
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
一
連
の

現
象
は
根
系
の
異
常
に
起
因
し

て
い
る
も
の
と
推
察
さ
れ
ま
し

た
。以

上
の
現
象
か
ら
、
樹
勢
を
維

持
・
回
復
さ
せ
る
に
は
、
根
系
を

増
加
さ
せ
る
こ
と
が
最
重
要
で

あ
る
と
判
断
さ
れ
、
平
成

年
度

１４

に
木
の
周
辺
に
お
け
る
土

壌
改
良
を
中
心
と
し
た
樹

勢
回
復
事
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

ま
た
カ
ツ
ラ
の
木
の
特

性
と
し
て
流
水
を
求
め
る

こ
と
か
ら
上
流
の
堰
堤
部

え

ん

て

い

か
ら
流
水
管
を
設
置
す
る

工
事
も
行
わ
れ
、
現
在
で

も
そ
の
す
ば
ら
し
い
雄
姿

を
我
々
に
見
せ
て
く
れ
て

い
ま
す
。

（
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）

Ỵ
͢
Γ
Μ

ੈ
ք
Ұ
ʹ
ొ
࿥

ちちち

糸井の大カツラ

そろって世界一をアピール（５月１０日・養父市役所）

５
月

日
の
第

回
市
議
会
臨
時

２０

２４

会
で
の
同
意
を
受
け
、
照
山
智
浩
氏

（
諏
訪
区
）
が
新
た
な
教
育
委
員
に
、

垣
尾
幸
博
氏
（
和
田
山
新
町
区
）
が

引
き
続
き
教
育
委
員
に
そ
れ
ぞ
れ
選

任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
５
月

日
２８

に
行
わ
れ
た
臨
時
教
育
委
員
会
で
、

藤
井
義
正
氏
（
桑
原
区
）
が
新
し
い

委
員
長
に
、
垣
尾
幸
博
氏
が
２
期
目

の
教
育
長
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
の
構
成
（
敬
称
略
）

ҭ
ҕ
һ
Λ
બ
೚

ҕ
һ
௕
ɾ
教
ҭ
௕
ܾ
·
Δ

ே
དྷ
市
教
ҭ
ҕ
һ
ձ

教教教
職

名

委
員
長

委
員
長
職
務
代
行
者

委

員

委

員

教
育
長

氏

名

藤
井
義
正

足
立
弘
子

松
本
み
ゆ
き

照
山
智
浩

垣
尾
幸
博

任

期

平
成

年
６
月
６
日
ま
で

２７

平
成

年
５
月

日
ま
で

２６

２３

平
成

年
５
月

日
ま
で

２８

２３

平
成

年
５
月

日
ま
で

２９

２３

平
成

年
５
月

日
ま
で

２９

３１

照 山 智 浩 氏
（諏訪区）

垣 尾 幸 博 氏
（和田山新町区）

藤 井 義 正 氏
（桑原区）
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和
田
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
、

５
月

日
、東
日
本
大
震
災
の
被
災

１９

地
で
市
が
支
援
を
続
け
る
宮
城
県
山

元
町
へ
出
向
き「
元
気
ア
ッ
プ
教
室
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、被
災
し
た
子
ど
も
た
ち

が
、ま
だ
ま
だ
充
分
に
運
動
す
る
場

が
少
な
い
こ
と
か
ら
、楽
し
ん
で
も

ら
う
機
会
に
と
同
ク
ラ
ブ
が
企
画
。

当
日
は
５
人
が
山
元
町
を
訪
問
し
、

同
町
中
央
公
民
館
前
で
、子
ど
も
た

ち
が
中
に
入
っ
て
遊
べ
る
エ
ア
ー
遊

具
を
設
置
し
た
ほ
か
、竹
田
城
跡
の
ク

リ
ア
フ
ァ
イ
ル
や
朝
来
市
内
の
企
業

が
生
産
し
た
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
な
ど

山山
元
町
で「
元
気
ア
ッ
プ
教
室
」を
開
催
和
田
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

山
元
町
で「
元
気
ア
ッ
プ
教
室
」を
開
催
和
田
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブブ

朝来市からエアー遊具を運んで開催しました

を
訪
れ
た
親
子
連
れ
な
ど
約
２
０
０

人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

竹竹
田
城
跡
に
案
内
看
板
を
設
置
和
田
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

竹
田
城
跡
に
案
内
看
板
を
設
置
和
田
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブブ

竹田城跡中腹駐車場に設置された案内看板

和
田
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、

５
月

日
、竹
田
城
跡
の
中
腹
駐
車

１６

場
に
案
内
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

看
板
は
、竹
田
の
城
下
町
一
帯
の

飲
食
店
を
は
じ
め
と
し
た
商
業
施
設

な
ど
二
十
数
か
所
を
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ

プ
で
紹
介
。今
後
、
新
し
い
施
設
が

オ
ー
プ
ン
す
る
た
び
に
追
加
記
入
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、同
ク
ラ

ブ
の
西
垣
善
髙
会
長
は
「
近
年
、増
加

し
て
い
る
竹
田
城
跡
を
観
光
す
る
皆

さ
ん
に
、竹
田
の
ま
ち
に
も
足
を
運

ん
で
も
ら
い
、地
域
の
活
性
化
に
な

れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

４
月

日
か
ら
５
月
６
日
ま
で
の

２６

期
間
、今
回
で

回
目
と
な
る
ア
メ

１６

リ
カ
オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市

の
マ
ウ
ン
ト
テ
ー
バ
ー
中
学
校
の
修

学
旅
行
団

人
が
山
東
・
生
野
地
域

５４

を
訪
問
し
ま
し
た
。

生
徒
ら
は
、埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
で
の
勾
玉
づ
く
り
体
験
や
、自

転
車
に
乗
っ
て
山
東
町
内
を
散
策
し

な
が
ら
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
学
習
を
行

う
な
ど
、日
本
文
化
に
触
れ
ま
し
た
。

４
月

日
に
は
生
野
中
学
校
、５

３０

月
１
日
に
は
梁
瀬
中
学
校
で
授
業
に

参
加
。マ
ウ
ン
ト
テ
ー
バ
ー
中
生
徒

か
ら
は
日
本
語
で
、生
野
・
梁
瀬
中
の

生
徒
か
ら
は
英
語
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。授
業
の
ほ
か
に

も
、交
流
会
へ
の
参
加
や
日
本
の
学

校
給
食
を
体
験
す
る
な
ど
、両
校
生

徒
と
の
交
流
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

ママ
ウ
ン
ト
テ
ー
バ
ー
中
シ
ャ
ヘ
イ
ラ
ム
バ
レ
ー
中
生
徒
が
朝
来
市
を
訪

マ
ウ
ン
ト
テ
ー
バ
ー
中
シ
ャ
ヘ
イ
ラ
ム
バ
レ
ー
中
生
徒
が
朝
来
市
を
訪
問問

座禅体験（竹ノ内・徳林寺）

学校や家庭生活などで意見を交換（生野中学校）

一
方
、５
月
９
日
か
ら

日
に
か

１８

け

て
、ア

メ

リ

カ

オ

レ

ゴ

ン

州

ニ
ュ
ー
バ
ー
グ
市
の
シ
ャ
ヘ
イ
ラ
ム

バ
レ
ー
中
学
校
の
ジ
ュ
ニ
ア
使
節
団

人
が
和
田
山
地
域
を
訪
れ
ま
し
た
。

１７
ジ
ュ
ニ
ア
使
節
団
の
訪
問
は
、平

成
４
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
も
の
。

今
回
も
、ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が

ら
、姉
妹
校
で
あ
る
和
田
山
中
学
校

で
の
授
業
や
交
流
会
へ
の
参
加
を
は

じ
め
、市
内
の
観
光
施
設
を
訪
問
す

る
な
ど
、交
流
を
深
め
ま
し
た
。

５
月

日
に
は
竹
ノ
内
の
徳
林
寺

１６

で
座
禅
体
験
が
行
わ
れ
、住
職
か
ら

座
禅
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
さ
っ

そ
く
挑
戦
。慣
れ
な
い
姿
勢
に
戸
惑

い
な
が
ら
も
真
剣
に
取
り
組
み
ま
し

た
。ま
た
、座
禅
の
後
に
は
お
茶
席
も

体
験
し
ま
し
た
。

（
表
紙
に
関
連
写
真
掲
載
）
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ど
、楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
授
業
が

毎
月
２
回
実
施
さ
れ
ま
す
。

市
は
、５
月
５
日
、ヒ
メ
ハ
ナ
公
園

で「
こ
ど
も
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
し

た
。当

日
は
、焼
き
そ
ば
や
わ
た
菓
子

な
ど
の
露
店
や
、木
の
イ
ス
や
竹
と

ん
ぼ
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
む
チ
ャ

レ
ン
ジ
工
房
、ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、バ
ン

ド
演
奏
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が

開
か
れ
、家
族
連
れ
な
ど
多
く
の
人

出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
の
シ
ョ
ー
で
は
、

楽
し
い
動
作
と
と
も
に
風
船
で
花
や

動
物
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
作
ら

れ
る
様
子
に
、訪
れ
た
人
た
ち
は
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

５
月
１
日
か
ら
６
日
ま
で
の
期
間
、

生
野
町
口
銀
谷
地
域
で「
銀
谷
の
わ

ら
べ
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

口
銀
谷
銀
山
町
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ

ン
タ
ー
、朝
来
市
旧
生
野
鉱
山
職
員

宿
舎
を
は
じ
め
、民
家
や
商
店
な
ど

約

軒
で
五
月
人
形
や
こ
い
の
ぼ
り

３０
が
飾
ら
れ
ま
し
た
。生
野
ま
ち
づ
く

り
工
房
井
筒
屋
で
は
、江
戸
時
代
の

古
い
武
者
飾
り
な
ど
が
展
示
さ
れ
た

ほ
か
、３
日
か
ら
６
日
に
か
け
て
は
、

子
ど
も
を
対
象
に
し
た
鎧
の
試
着
や
、

懐
か
し
い
遊
び
の
体
験
な
ど
も
行
わ

れ
、人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

生生
野
の
ま
ち
で
端
午
の
節
句

銀
谷
の
わ
ら

生
野
の
ま
ち
で
端
午
の
節
句

銀
谷
の
わ
ら
べべ

子子
ど
も
の
日
を
楽
し
く

ヒ
メ
ハ
ナ
公
園
こ
ど
も
ま
つ

子
ど
も
の
日
を
楽
し
く

ヒ
メ
ハ
ナ
公
園
こ
ど
も
ま
つ
りり

貴重な五月人形も展示（生野まちづくり工房井筒屋）

好評だったバルーンアートパフォーマンス

山
東
地
域
在
住
の
、お
お
む
ね
６５

歳
以
上
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
し
た

「
み
ど
り
の
笑
楽
校
」が
開
校
し
ま
し

し

ょ

う

が

っ

こ

う

た
。こ

れ
は
、い
つ
ま
で
も
笑
顔
で
楽

し
く
、心
身
と
も
に
健
康
に
過
ご
し

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ

て
い
る
も
の
で
、お
よ
そ

人
が
参

５０

加
し
て
い
ま
す
。

初
日
と
な
っ
た
５
月
９
日
に
は
、

入
学
式
に
続
き
、さ
っ
そ
く
支
所
職

員
に
よ
る
ゲ
ー
ム
形
式
の「
国
語
」
の

授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、健
康
福
祉
部
の
職
員
に

よ
る「
健
康
指
導
」や「
社
会
見
学
」な

笑笑
っ
て
楽
し
く
健
康
に
み
ど
り
の
笑
楽
校
が
開

笑
っ
て
楽
し
く
健
康
に
み
ど
り
の
笑
楽
校
が
開
校校

楽しく「授業」に取り組んでいます

５
月

日
、糸
井
小
学
校
の
全
校

１７

児
童
と
糸
井
こ
ど
も
園
の
５
歳
児
が

参
加
し
て
、稚
ア
ユ
の
放
流
体
験
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、子
ど
も
た
ち
に
校
区
に

あ
る
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
、

豊
か
な
心
を
育
て
て
も
ら
お
う
と
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
４
回

目
を
迎
え
ま
す
。

当
日
、子
ど
も
た
ち
は
、学
校
に
隣

接
す
る
糸
井
川
の
河
川
敷
で
、
円
山

川
漁
業
協
同
組
合
和
田
山
支
部
の
皆

さ
ん
か
ら
ア
ユ
の
生
態
な
ど
に
つ
い

て
の
説
明
を
受
け
、一
人
ひ
と
り
が

バ
ケ
ツ
に
入
れ
た
ア
ユ
、お
よ
そ
１

千
２
０
０
匹
を
放
流
し
ま
し
た
。

稚稚
ア
ユ
を
放
流
糸
井
小
学
校
・
糸
井
こ
ど
も
園
の
子
ど
も
た

稚
ア
ユ
を
放
流
糸
井
小
学
校
・
糸
井
こ
ど
も
園
の
子
ど
も
た
ちち

大きく育ってね

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違
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現
在
、
児
童
手
当
を
受

給
し
て
い
る
人
に
「
児
童

手
当
現
況
届
」
を
送
付
し

ま
す
。
６
月
末
ま
で
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
市

役
所
市
民
課
ま
た
は
各
支

所
地
域
振
興
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

こ
の
現
況
届
は
、
児
童

手
当
法
上
、
児
童
手
当
を

受
け
て
い
る
人
全
員
に
提

出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お

り
、
６
月
１
日
現
在
で
の

養
育
状
況
な
ど
を
確
認
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。
提

出
が
な
い
と
、
６
月
以
降

の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※
６
月
か
ら
新
た
に
児
童

手
当
を
受
給
す
る
人
は
、
現

況
届
の
提
出
は
不
要
で
す
。

▽
提
出
書
類

・
受
給
者
の
健
康
保
険
被

保
険
者
証
（
写
）

・
前
住
所
地
の
市
区
町
村

が
発
行
す
る
平
成

年
２４

分
の
所
得
証
明
書
（
平

成

年
１
月
１
日
に
朝

２５
来
市
に
住
所
が
な
か
っ

た
場
合
の
み
）

※
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て

提
出
書
類
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
市
民
課

☎
６
７
２－

６
１
２
０

特
定
疾
患
医
療
受
給
者

証
の
更
新
交
付
を
希
望
す

る
人
は
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

▽
対
象

有
効
期
限
が
平

成

年
９
月

日
ま
で

２５

３０

の
受
給
者
証
を
持
っ
て

い
る
人
で
、

月
１
日

１０

以
降
も
引
き
続
き
交
付

を
希
望
す
る
人

▽
申
請
期
間

７
月
１
日

～
９
月

日

（月）

３０

（月）

▽
申
請
先

朝
来
健
康
福
祉
事
務
所

▽
必
要
書
類

更
新
交
付

申
請
書
、
臨
床
調
査
個

人
票
（
診
断
書
）
、
世

帯
全
員
の
住
民
票
、
患

者
の
健
康
保
険
証
の
写

し
、
世
帯
全
員
の
前
年

の
所
得
税
額
を
証
明
す

る
書
類
（
生
計
中
心
者

に
変
更
な
い
場
合
は
生

計
中
心
者
の
み
の
書
類
）

※
重
症
申
請
を
す
る
人
は

重
症
申
請
書
、
重
症
申

請
用
診
断
書

※
保
険
変
更
を
す
る
人
は
、

高
額
療
養
費
の
所
得
区

分
の
確
認
に
お
け
る
保

険
者
か
ら
の
情
報
提
供

に
か
か
る
同
意
書

▽
そ
の
他

受
給
者
証
が

届
く
ま
で
に
約
２
か
月

か
か
り
ま
す
の
で
、
早

め
に
申
請
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

朝
来
健
康
福
祉
事
務
所

☎
６
７
２－

６
８
６
７

進
学
を
機
に
都
市
部
等

に
転
出
し
た
学
生
等
の
Ｕ

タ
ー
ン
促
進
の
た
め
、
但

馬
地
域
に
立
地
し
て
い
る

企
業
等
の
合
同
面
接
会
を

開
催
し
ま
す
。

▽
開
催
日
時

６
月

日
２２

正
午
～
午
後
４
時

（土）
▽
開
催
場
所

神
戸
サ
ン

ボ
ー
ホ
ー
ル
２
階
大
展

示
場
（
神
戸
市
中
央
区
）

▽
参
加
企
業

兵
庫
県
北

部
地
域
の
企
業
約

社
４０

▽
対
象
者

①
大
学
、
短

大
、
高
専
、
専
門
学
校

を
来
春
卒
業
予
定
の
人

②
大
学
等
を
卒
業
し
て

３
年
以
内
の
人

③
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
を
希

望
す
る
人

▽
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
経
済
振
興
課

☎
６
７
２－

２
８
１
６

市
は
、
農
業
活
性
化
を

図
る
た
め
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス

を
設
置
し
て
農
産
物
を
栽

培
す
る
人
を
対
象
に
、
設

置
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

▽
交
付
対
象
者

あ
さ
ご

お
知
ら

お
知
ら
せせ

市役所本庁 ☎０７９－６７２－３３０１

生野支所 ☎０７９－６７９－２２４０

山東支所 ☎０７９－６７６－２０８０

朝来支所 ☎０７９－６７７－１１６５ 情情

報

掲

示

情

報

掲

示

板板

In
fo
rm
a
tio
n
A
s
a
g
o
L
ife

暮らしのお知らせ

※お知らせページに掲載する広告を募集しています。詳しくは秘書広報課（☎６７２－６１１３）へ。

■問い合わせ先 兵庫県但馬県民局豊岡県税事務所 ☎０７９６－２６－３６３１

平
成

年
度

２５

兵
庫
県
北
部
合
同
企
業
面
接
会

児
童
手
当
の
現
況
届

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
の

更
新
手
続
き

ゴルフ場利用税は県や市町の貴重な財源です！

ゴルフ場利用税は、ゴルフ場の規模、利用料金等を基準として、１人１日３００円～１，２００

円となっています。ゴルフ場利用税の収入額の１０分の７は、ゴルフ場利用税交付金として

ゴルフ場が所在する市町に交付され、地域振興を図る重要な役割を果たしています。

《特定健診を受診しましょ《特定健診を受診しましょうう》》

第第83第83回回
のの保保国国 ひひ ろろ ばば

朝来市では、６月から特定健診と各種がん検診などを同
時に受診できる総合健診を実施します。病気の早期発見・
早期治療は、医療費を削減し国保税の引き上げを防ぐこと
につながります。自身の健康状態を確認し、生活習慣改善
等の健康づくりに取り組み、病気を予防して、より豊な生
活を送るためにも、年に一度は健診を受診しましょう。
特定健診の受診には、保険証と受診券（加入している健

康保険が発行する）が必要です。朝来市国民健康保険と後
期高齢者医療制度の加入者には、朝来市が受診券を発行し、
健診料は無料です。社会保険、共済保険の被扶養者の人は、
ご加入の職場や保険にお尋ねください。

■問い合わせ先
国保健康保険・後期高齢高齢者医療制度について 市役所市民課☎６７２－６１２０
がん検診等の健診について 市役所地域医療・健康課☎６７２－５２６９

農
産
物
栽
培
ハ
ウ
ス

設
置
事
業
補
助
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農
産
物
直
売
所
連
絡
会

に
加
入
す
る
農
産
物
生

産
者
組
織
の
会
員
（
市

内
在
住
者
）

▽
補
助
金
の
額

パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
設
置
資
材
費

※
１
基
当
た
り

万
円

１０

以
上
の
も
の
・
２
分
の

１
の
額
以
内
で
上
限
１

０
０
万
円
）

▽
交
付
対
象
期
間

平
成

～

年
度
（
３
年
間
）

２５

２７

▽
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
農
業
振
興
課

☎
６
７
２－

２
７
７
４

朝
来
市
交
通
安
全
協
会

は
優
良
運
転
者
な
ど
の
表

彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。
表

彰
を
受
け
る
に
は
申
請
が

必
要
で
す
。
基
準
を
満
た

す
と
思
わ
れ
る
人
は
、
ぜ

ひ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

表
彰
基
準
な
ど
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
期
限

６
月

日
２８

（金）

▽
問
い
合
わ
せ
先

朝
来
市
交
通
安
全
協
会

☎
６
７
２－

３
４
０
０

朝
来
市
交
通
安
全
協
会

生
野
支
所

☎
６
７
９－

３
８
９
８

母
子
家
庭
等
の
た
め
の

法
律
相
談
（
無
料
）
を
行

い
ま
す
。

▽
相
談
日

７
月
５
日
（金）

▽
会
場

朝
来
市
福
祉
事
務
所

▽
対
象

母
子
家
庭
の
母
、

父
子
家
庭
の
父
、
寡
婦

と
そ
れ
ら
に
準
じ
る
人

▽
担
当

松
重
君
予
弁
護

士
（
兵
庫
県
母
子
専
門

相
談
員
）

▽
申
込
み

６
月

日
２４

（月）

ま
で
に
社
会
福
祉
課
へ

電
話
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
相
談
内
容
に
つ
い
て

事
前
に
聴
取
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
社
会
福
祉
課

（
母
子
自
立
支
援
員
）

☎
６
７
２－

６
１
２
３

兵
庫
県
弁
護
士
会
は
、

夜
間
法
律
相
談
、高
齢
者
・

障
害
者
を
対
象
と
し
た
法

律
相
談
を
行
い
ま
す
。

《
夜
間
法
律
相
談
》

▽
相
談
日
時

毎
月
第
２
・

４
日
曜
日
、午
後
５
時

～
９
時

▽
電
話
番
号

☎
０
７
８－

３
４
１－

９
６
０
０

く
ろ
う
ゼ
ロ

▽
内
容

解
雇
、多
重
債
務
、

生
活
保
護
、家
庭
問
題

な
ど（
相
談
無
料
）

《
高
齢
者
・
障
害
者
権
利
擁
護

な
ん
で
も
１
１
０
番
》

▽
相
談
日
時

毎
月
第
３

火
曜
日

午
後
１
時
～

４
時

▽
電
話
番
号

☎
０
７
８－

３
６
２－

０
０
７
４

▽
フ
ァ
ク
ス
番
号

☎
０
７
８－

３
６
２－

０
０
８
４

▽
内
容

虐
待
、年
金
、消

費
者
被
害
、財
産
管
理
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に

つ
い
て
権
利
を
守
る
た

め
の
相
談（
家
族
か
ら

の
相
談
も
受
け
付
け
ま

す
・
相
談
無
料
）

《
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
た
め
の

弁
護
士
電
話
法
律
相
談
》

▽
相
談
日
時

毎
週
木
曜

日

午
後
１
時
～
４
時

▽
電
話
番
号

☎
０
７
８－

３
６
２－

０
０
７
４

▽
内
容

遺
言
、相
続
、消

費
者
被
害
、財
産
管
理

な
ど（
家
族
・
支
援
者
か

ら
の
相
談
も
受
け
付
け

ま
す
・
相
談
無
料
）

《
問
い
合
わ
せ
先
》

兵
庫
県
弁
護
士
会

☎
０
７
８－

３
４
１－

０
５
５
０

市
は
、次
の
市
営
住
宅

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
申
込
受
付
期
間

６
月

日

～

日

１０

（月）

２０

（木）

（
注
）条
件
に
よ
っ
て
表
示

さ
れ
て
い
る
家
賃
（
月

額
）よ
り
も
高
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
入
居
申
込
資
格

・
市
町
村
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
人

・
現
に
同
居
し
、
ま
た
は

同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
が
あ
る
人

・
現
在
住
宅
に
困
窮
し
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人

・
そ
の
者
ま
た
は
現
に

同
居
親
族
が
、暴
力
団

に
よ
る
不
当
な
行
為
の

防
止
等
に
関
す
る
法
律

第
２
条
第
６
号
に
規
定

す
る
暴
力
団
員
で
な
い

こ
と

・
所
得
要
件
が
条
例
に
規

定
す
る
範
囲
を
超
え
て

い
な
い
人

※
申
込
資
格
の
詳
細
な
ど

は
、市
役
所
都
市
開
発

課
に
確
認
い
た
だ
く
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
都
市
開
発
課

☎
６
７
２－

６
１
２
７

税
６月の税
市 県 民 税（１期）

納期 ７月１日（月）まで

６月の税

◎兵庫県保険医協会健康情報テレホンサービス☎０１２０－９７９－４５１（６月のテーマ）【月曜】女性の外陰部のかゆみと治療

優
良
運
転
者
表
彰

母
子
家
庭
等
特
別
相
談

兵
庫
県
弁
護
士
会
電
話
相
談

■問い合わせ先 山東支所地域振興課 ☎６７６－２０８０

山東支所情報掲示板に「山東スマイルツリー」
山東庁舎１階ロビーにある山東支所情報掲示板に、このほど「山東

スマイルツリー」がお目見えしました。山東子育て学習センターの子
どもらの笑顔の写真を掲示しています。山東地域の皆さんの笑顔の写
真を募集していますのでお気軽にお問い合わせください。

①

枚田住宅住宅の
名称

和田山町枚田場所

３ＤＫ間取り

２３，４００円～
３４，８００円

家賃
（月額）

１戸募集戸数

募

集

募

集

市
営
住
宅
入
居
者
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暮らしのお知らせ

市
内
の
事
業
所
を
紹
介

し
学
生
な
ど
に
就
職
活
動

の
参
考
と
し
て
い
た
だ
く

た
め
の「
朝
来
市
事
業
所
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
」に
掲
載
す
る

事
業
所
を
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
要
件

次
の
４
つ

す
べ
て
に
該
当
す
る
事

業
所

①
朝
来
市
内
に
本
店
（
本

社
）、支
店（
支
社
）、営
業

所
、工
場
な
ど
を
設
置

し
て
い
る（
風
俗
営
業

等
の
規
則
及
び
業
務
の

適
正
化
等
に
関
す
る
法

律
に
規
定
さ
れ
る
営
業

を
行
っ
て
い
る
事
業
所
、

「
日
本
標
準
産
業
分
類
」

に
基
づ
く「
政
治
・
経

済
・
文
化
団
体
「
宗
教
」

に
分
類
さ
れ
る
事
業
所

は
除
き
ま
す
）

②
法
人
格
を
有
し
て
い
る

③
現
在
、事
業
所
に
お
い

て
代
表
者
以
外
の
正
規

社
員
が
就
業
し
て
い
る

④
過
去
３
年
間
、正
規
社

員
を
雇
用
し
た
実
績
が

あ
る
、ま
た
は
、今
後
、

正
規
社
員
の
雇
用
を
検

討
し
て
い
る

▽
掲
載
料

無
料

▽
応
募
方
法

所
定
の
用

紙
に
記
入
の
上
、６
月

日

ま
で
に

２８

（金）

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
経
済
振
興
課

☎
６
７
２－

２
８
１
６

朝
倉
さ
ん
し
ょ
の
栽
培

技
術
を
学
ぶ
受
講
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象

朝
倉
さ
ん
し
ょ

新
植
予
定
ま
た
は
新
植

か
ら
３
年
目
ま
で
の
人

（
い
ず
れ
も

本
以
上
）

１０

▽
開
催
期
間

平
成

年
２５

８
月
～
平
成

年
５
月

２６

（
７
回
）講
義
と
実
習

▽
募
集
定
員

人
程
度

４０

▽
募
集
期
間

６
月

日
１４

～

日

（
定
員
に

（金）

２８

（金）

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

朝
来
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

☎
６
７
２－

６
８
８
６

日
本
遺
族
会
は
、先
の

大
戦
で
父
等
を
亡
く
し
た

戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
に
、

旧
戦
域
を
訪
れ
慰
霊
追

悼
・
友
好
親
善
を
行
う「
戦

没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友

好
親
善
事
業
」の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
実
施
地
域

①
旧
満
州

②
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

③
ア
ッ
ツ
島
④
旧
ソ
連

⑤
中
国

⑥
マ
リ
ア
ナ

諸
島
⑦
東
部
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア

⑧
ボ
ル
ネ
オ
・
マ

レ
ー
半
島

⑨
ト
ラ
ッ

ク
・
パ
ラ
オ
諸
島

⑩
ソ

ロ
モ
ン
諸
島

⑪
フ
ィ

リ
ピ
ン
⑫
ミ
ャ
ン
マ
ー
・

ベ
ト
ナ
ム

⑬
台
湾
・
バ

ジ
ー
海
峡
⑭
ビ
ス
マ
ー

ク
諸
島

⑮
マ
ー
シ
ャ

ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

▽
参
加
費
用

９
万
円

▽
問
い
合
わ
せ
先

日
本
遺
族
会
事
務
局

☎
０
３－

３
２
６
１－

５
５
２
１

県
立
山
の
学
校
は
、平

成

年
度
生
徒
の
追
加
募

２５
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
対
象

義
務
教
育
を
修
了

し
寮
で
の
共
同
生
活
や
体

験
活
動
の
で
き
る

～
１５

２０

歳
の
県
内
在
住
の
男
子

▽
募
集
定
員

若
干
名

▽
募
集
期
間

定
員（
２０

人
）に
達
す
る
日
ま
で

▽
授
業
料

無
料（
教
材

費
、寮
費
、各
種
資
格
検

定
費
等
実
費
が
必
要
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
立
山
の
学
校

☎
０
７
９
０－

６
２－

８
０
８
８

市役所本庁 ☎０７９－６７２－３３０１

生野支所 ☎０７９－６７９－２２４０

山東支所 ☎０７９－６７６－２０８０

朝来支所 ☎０７９－６７７－１１６５

募

集

募

集

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業

朝
来
市
事
業
所
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

掲
載
事
業
所
募
集

■問い合わせ先 市役所人権推進課 ☎６７２－６１２２

「紅一点じゃ、足りない。」６月２３日～２９日は「男女共同参画週間」です

男性と女性が、職場で、学校で、地域で、家庭で、それぞれの個性と能力を発揮できる「男女共同参

画社会」を実現するためには、行政だけでなく市民の皆さん一人ひとりの取り組みが必要です。

私たちのまわりの男女のパートナーシップについて、この機会に考えてみませんか？

朝
倉
さ
ん
し
ょ
の
学
校

県
立
山
の
学
校
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各 種 相 談 の ご 案 内

時：日時 場：場所 問：問い合わせ 予：予約

人権相談（無料） 人権問題に関する相談

時 ６月１３日（木） 午後１時３０分～３時

場 生野保健センター、和田山農業研修センター、

山東老人福祉センター、朝来老人福祉保健センター

問 市役所人権推進課 ☎６７２－６１２２

女性のなやみ相談（無料） 女性が抱えるさま

ざまな悩みや問題の相談に応じます（予約制）

時 ６月１２日（水） 午後０時３０分～３時３０分

場 アートほほえみ相談室（２階）

問・予 市役所人権推進課 ☎６７２－６１２２

行政相談（無料） 官公庁の仕事の苦情や意

見・要望などの相談に応じます

時 ６月１７日（月） 午前１０時～１１時３０分

場 生野保健センター、和田山老人福祉センター、

山東老人福祉センター、朝来老人福祉保健センター

問 市役所市民課 ☎６７２－６１２０

司法書士による法律相談会（無料） 司法書士による
登記・相続・多重債務などの法律相談（予約制）

時 ７月６日（土） 午後１時～４時

場 和田山ジュピターホール

問・予 兵庫県司法書士会但馬支部司法書士法

律相談委員会 ☎６７６－３３６８

若者就労・支援に関する相談会（無料） 若者サポート
ステーションは、若者未就業者の就労自立に向

けた相談に応じます。

時 ６月１１日（火） 午後１時～４時

場 和田山公民館第３学習室

問・予 労協若者サポートステーション豊岡 ☎０７９６－３４－６３３３

総合法律センター南たじま相談所 弁護士による法

律相談（予約制・１回３０分・相談料５，２５０円）

時 ６月２７日（木） 午後１時～４時

場 和田山老人福祉センター

問・予 兵庫県弁護士会 ☎０７８－３５１－１２３３

ホール・美術館の催し ●詳細は各施設で確認してください

和田山ジュピターホール
☎６７２－１０００ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合はその翌日）

メンタリストＤａｉGｏ パフォーマンス＆トークショー 《全席指定》

公演日：６月２３日（日）／開演：午後３時３０分／料金：大人３，０００円、

高校生以下２,０００円 前売券 好評発売中

あさご芸術の森美術館 ☎６７０－４１１１ 休水曜日、祝日の翌日
（水曜日が祝日の場合はその翌日）

あさご・森の女流作家展 会期：６月９日（日）まで
波多野泉 彫刻－木と漆 会期：６月９日（日）まで
田中清展－型染版画の世界－ 会期：６月１５日（土）～７月１５日（月・祝）
九鬼三郎展－古陶と花－ 会期：６月１５日（土）～７月１５日（月・祝）

入館料大人５００円／大学生・高校生３００円／小・中学生２００円

笑福亭鶴笑～朝来市観光大使一周年記念公演～ 《全席自由》

公演日：８月２４日（土）／開演：午後２時／料金：２，０００円

前売券 ６月２２日（土）発売開始

☎６７２－６１１４ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合はその翌日）

あさご・ささゆりホール

☎６７６－４５８７ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合開館）

今ふりかえるあの頃の生活展 会期：６月２０日（木）～７月７日（日）

ヒメハナ公園ウツギの館

第10回竹田寺町通り花しょうぶ祭り
期 間 ６月２日（日）～２３日（日）

イベント ６月９日（日）午前１０時～午後３時

会 場 竹田寺町通り・虎臥城公園（ＪＲ竹田駅西側）

内 容 餅まき、紙芝居、よさこい踊り、歌謡ショーなど

問い合わせ先 市役所和田山地域振興課☎６７２－６１３７

【火曜】入れ歯の手入れ【水曜】おしりのお話－排便と痔について－【木曜】水泳と耳鼻科の病気【金土日】ペットと皮膚の感染症



幹
線
工
事
・
引
込
工
事
が

始
ま
り
ま
し
た

現
在
、
光
ケ
ー
ブ
ル
の

幹
線
工
事
を
旧
町
単
位
に

分
け
、
同
時
並
行
で
進
め

て
い
ま
す
。

幹
線
工
事
が
完
了
し
た

地
域
か
ら
、
加
入
者
宅
に
、

光
の
引
込
工
事
を
順
次
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
後
、
光
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
（
フ
レ
ッ
ツ
光
）

の
申
込
者
宅
に
つ
い
て
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
が
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
宅
内
工
事

を
行
い
、
フ
レ
ッ
ツ
光
の

利
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

※
テ
レ
ビ
の
切
替
工
事
は
、

平
成
27
年
４
月
以
降
で
す
。

幹
線
工
事
は
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
施
設
（
生
野
Ｎ

Ｔ
Ｔ
局
舎
・
和
田
山
防
災

セ
ン
タ
ー
・
山
東
庁
舎
・

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
セ
ン

タ
ー
朝
来
局
舎
）
を
中
心

に
進
め
て
い
き
、
同
心
円

上
に
フ
レ
ッ
ツ
光
の
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
を
拡
大
し
て

い
き
ま
す
。
お
住
ま
い
の

地
域
に
よ
っ
て
、
開
通
時

期
に
差
が
で
き
ま
す
が
、

年
内
に
は
市
内
全
域
で
利

用
可
能
と
な
る
よ
う
に
、

事
業
を
進
め
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

ま
た
、
工
事
車
両
が
路

上
に
停
車
し
ま
す
の
で
、

交
通
の
支
障
と
な
り
、
皆

さ
ま
に
は
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
手
続
き
は

お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

【
水
色
の
用
紙
】（
必
須
）

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
継

続
加
入
（
利
用
）
申
込
書

で
す
。
光
化
後
も
引
き
続

き
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
必
ず
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

提
出
の
な
い
場
合
は
、

解
約
扱
い
と
し
、
平
成
27

年
４
月
以
降
に
引
込
線
を

撤
去
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

【
黄
色
の
用
紙
】

光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
フ

レ
ッ
ツ
光
）
の
申
込
書
で

す
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
が
提

供
す
る
フ
レ
ッ
ツ
光
の
利

用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申

込
時
期
に
よ
っ
て
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク
特
典
に
差
が

出
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

【
緑
色
の
用
紙
】

現
在
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る

人
が
、
ご
利
用
中
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
フ
レ
ッ
ツ
光
で
も
継

続
し
て
利
用
す
る
た
め
の

申
込
書
で
す
。

な
お
、
ハ
イ
ホ
ー
（
ｈ

ｉ-

ｈ
ｏ
）
以
外
の
プ
ロ
バ

イ
ダ
を
選
択
さ
れ
た
人
は
、

継
続
利
用
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

朝
来
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

光
フ
ァ
イ
バ
ー
化
事
業
に
つ
い
て

耳
よ
り
情
報

プ
ロ
バ
イ
ダ
に
、
ハ
イ

ホ
ー
（
ｈ
ｉ
‐
ｈ
ｏ
）
を

選
択
さ
れ
た
場
合
は
、
パ

ソ
コ
ン
２
台
ま
で
・
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
１
台
の
無
料
訪
問

設
定
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
宅
内
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
工
事
を
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西

日
本
が
実
施
し
た
後
、
引

き
続
き
、
ハ
イ
ホ
ー
が
無

料
で
設
定
作
業
を
実
施
し

ま
す
。
ご
面
倒
な
作
業
が

不
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【問い合わせ先】
朝来市ケーブルテレビセンター ☎ 677-1044

（工事関係）

NTT 西日本－兵庫 朝来工事事務所 ☎ 670-6302

（フレッツ光・ひかり電話）

NTT 西日本お問合せセンター ☎ 0120-960-280
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暮らしのお知らせ



平平成２５年６月平成２５年６月号号17

道路管理者は、基準を超える雨が観測された場合「土砂災害の恐れがある」として、災害が起きる前に道

路を通行止めします。このような場所を「異常気象時通行規制区間」といい、兵庫県養父土木事務所が管理

する朝来市内の道路には、下表のとおり９区間あります。

通行止め基準
通行止め区間（延長）路線名

規制基準（雨量）観測所

１２時間連続雨量（９０mm）和田山丹波市青垣町遠坂～朝来市山東町柴（７．７km）国道４２７号

１２時間連続雨量（１１０mm）朝来朝来市神子畑～朝来市平野（５．０km）国道４２９号

１２時間連続雨量（１２０mm）生野朝来市生野町上生野～朝来市生野町黒川（１４．６km）国道４２９号

１２時間連続雨量（９０mm）和田山朝来市和田山町和田～朝来市和田山町朝日（４．４km）県道１０号（朝来出石線）

実効雨量（Ｔ＝７２h）（１６０mm）八鹿朝来市和田山町高田～養父市大塚（１．７km）県道１０４号（物部藪崎線）

１２時間連続雨量（１１０mm）和田山朝来市和田山町藤和～朝来市和田山町三波（２．９km）県道１３６号（浅野山東線）

１２時間連続雨量（１１０mm）和田山朝来市山東町与布土～朝来市山東町与布土（２．７km）県道２７６号（檜倉山東線）

１２時間連続雨量（１２０mm）生野朝来市生野町白口～朝来市生野町猪野 （々４．０km）県道３６７号（岩屋生野線）

１２時間連続雨量（１１０mm）和田山養父市畑～朝来市和田山町岡（２．２km）県道５２７号（畑宮田線）

※実効雨量とは、降雨が土中に浸透した水分に相当する量であり、土砂災害との関連性を表した指標

■問い合わせ先

兵庫県養父土木事務所道路第２課 ☎６６２ー２１９４豪雨時の道路通行止めについて

海上保安官募集
海上保安庁は、平成２６年４月入校（採用）の海上保安大
学校、海上保安学校の学生を募集しています。
《海上保安大学校学生》
■受験資格 ①平成２５年４月１日現在で、高等学校（同
等を含む）を卒業した日の翌日から２年を経過してい
ない人 ②平成２６年３月までに高等学校（同等を含む）
を卒業見込みの人
■受付期間 ８月２９日（木）から９月９日（月）まで

（郵送の場合は９月６日（金）まで）
■試験日（１次）１１月２日（土）、３日（日）
《海上保安学校学生》
■受験資格 ①平成２５年４月１日現在で、高等学校（同
等を含む）を卒業した日の翌日から５年を経過してい
ない人 ②平成２６年３月までに高等学校（同等を含む）
を卒業見込みの人
■受付期間 ７月２３日（火）から８月１日（木）まで

（郵送の場合は７月３１日（水）まで）
■試験日（１次） ９月２９日（日）
《問い合わせ先》
姫路海上保安部管理課 ☎０７９－２３１－５０６３

国家公務員採用一般職試験
人事院は、平成２５年度国家公務員採用一般職試験（高

卒者試験）を実施します。
■試験区分 事務・技術・農業・農業土木・林業

■受験資格 平成２５年４月１日現在で、高校または中等
教育学校を卒業した日の翌日から２年を経過していな
い人、または、２６年３月までに卒業見込みの人など

■受付期間 ６月２４日（月）から７月３日（水）まで
（郵送・持参の場合は６月２８日（金）まで）

■試験日（１次） ９月８日（日）
■問い合わせ先
人事院近畿事務局 ☎０６－４７９６－２１９１

但馬ふるさとづくり協会助成団体
但馬ふるさとづくり協会は、平成２５年度に実施する支

援事業の助成団体を募集しています。
《美しい但馬づくり支援事業》
■対象団体 ①但馬地域で清掃、保全・創造活動を行う団体
②５人以上の清掃従事者、会員がいる団体

■対象活動・助成金額 ①清掃活動…清掃活動に使用す
る指定ゴミ袋の実費 ②環境保全・創造活動…３万円まで

《但馬人材（講師）派遣支援事業》
■対象団体 あしたのふるさと・但馬づくりに資する活
動を行う団体

■対象事業 但馬ふるさとづくり協会の人材バンクに登
録のある講師を招き１０人以上の受講者を対象する研
修会等（他の助成を受けず営利を目的としないもの）
■助成費用 講師謝金として１万円まで
《申請方法》 所定の申請用紙に必要書類を添えて提出
《問い合わせ先》
但馬ふるさとづくり協会 ☎０７９６－２４－２２４７

◎企画展「旧・和田山町の考古学」８月１８日（日）まで 朝来市埋蔵文化財センター「古代あさご館」（☎６７０－７３３０）
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春春
の
叙

春
の
叙
勲勲

平
成

年
春
の
叙
勲
、
危
険

２５

業
務
従
事
者
叙
勲
、
高
齢
者
叙

勲
を
受
章
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
紹

介
し
ま
す
。

小山友一さん

（諏訪区）

平
成

年
３
月
ま
で
の

年

１５

３６

間
に
わ
た
り
県
立
高
校
教
員
と

し
て
勤
務
。神
崎
高
校
教
頭
・
校

長
、生
野
高
校
校
長
な
ど
を
歴

任
。生
徒
の
社
会
人
と
し
て
の

資
質
向
上
に
力
を
注
が
れ
ま
し

た
。退
職
後
は
県
の
教
育
研
修

所
で
後
進
の
指
導
に
あ
た
っ
た

ほ
か
、朝
来
市
教
育
委
員
長
、全

国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
連
合
副

会
長
を
務
め
る
な
ど
、教
育
行

政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
小
綬
章
【
教
育
功
労
】

小出 信篤さん

（和田山京口区）

昭
和

年
４
月
か
ら
郵
便

４０

局
職
員
と
し
て
勤
務
。

年
４２

４
月
の
和
田
山
本
町
郵
便
局

設
立
に
尽
力
し

年
に
は
同

４８

局
の
局
長
に
就
任
、平
成
２０

年
ま
で

年
間
務
め
、地
域

３５

に
根
差
し
た
運
営
に
力
を
注

が
れ
ま
し
た
。ま
た
、但
馬
、

近
畿
、全
国
の
特
定
郵
便
局

長
会
で
要
職
を
歴
任
す
る
な

ど
、郵
便
事
業
の
発
展
に
尽

く
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章
【
郵
政
事
業
功
労
】

直田耕治郎さん

（円山区）

昭
和

年
４
月
か
ら
３
期

６１

年
に
わ
た
り
山
東
町
議
会

１２議
員
と
し
て
在
職
。
こ
の
間
、

議
会
議
長
、副
議
長
、総
務
常

任
委
員
会
委
員
長
等
を
歴
任
、

住
宅
環
境
整
備
、下
水
道
・
防

災
無
線
の
整
備
、
国
際
交
流

の
推
進
に
寄
与
さ
れ
る
な
ど
、

地
方
自
治
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章
【
消
防
功
労
】

多次松一さん

（上ゲ町区）

昭
和

年
４
月
、朝
来
郡
広

５１

域
消
防
事
務
組
合
発
足
に
あ
た

り
消
防
士
と
し
て
採
用
さ
れ
、

第
一
期
生
と
し
て
消
防
行
政
の

基
礎
づ
く
り
に
尽
力
。自
主
防

災
組
織
の
育
成
、消
防
広
報
の

充
実
、施
設
の
強
化
や
職
員
の

能
力
向
上
に
積
極
的
に
取
り
組

ま
れ
ま
し
た
。平
成

年
４
月

１９

か
ら

年
３
月
ま
で
は
消
防
長

２１

を
務
め
、消
防
業
務
の
充
実
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

旭
日
単
光
章
【
地
方
自
治
功
労
】

和田 豊さん

（納座区）

昭
和

年
４
月
か
ら
３
期

４５

１２

年
に
わ
た
り
朝
来
町
議
会
議
員

と
し
て
在
職
。朝
来
町
議
会
公

害
対
策
特
別
委
員
会
委
員
長
、

産
業
建
設
常
任
委
員
会
委
員
長
、

総
務
常
任
委
員
会
委
員
長
等
の

要
職
を
歴
任
、公
害
問
題
、バ
イ

パ
ス
建
設
、ほ
場
整
備
な
ど
に

貢
献
さ
れ
、地
方
自
治
の
発
展

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

旭
日
単
光
章
【
地
方
自
治
功
労
】

ＮＰＯ法人設立支援事業
住民の福祉の増進を目的として設立する特定非営利活動
法人（ＮＰＯ法人）の設立認可申請と、これに伴う法人登
記の費用の一部を助成します。
▽補助対象経費 設立認可申請、法人登記に必要な手数
料等の経費（印紙代を除く）

▽補助率 １０割 ▽補助金限度額 ３０万円
▽問い合わせ先 市役所総合政策課☎６７２－６１１０

市民活動等広報促進事業
市民活動や地域活動の周知を図るためのロゴマーク、ま
たはマスコットキャラクターの製作と広報用製品の製
作に係る経費の一部を助成します。
▽補助対象経費 報償費、需用費、役務費、委託料、備品
購入費

▽補助率 ５割 ▽補助金限度額 ３０万円
▽問い合わせ先 市役所総合政策課☎６７２－６１１０
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県県
功
労
者
表

県
功
労
者
表
彰彰

県
は
５
月
３
日
、
平
成

年
度
県
功
労
者
を
発
表
し
、

２５

朝
来
市
か
ら
は
次
の
皆
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

【地域活動功労】

平
成

年
度
か
ら
、こ
う
の
と
り
大
使
と
し
て

１１

但
馬
地
域
の
独
身
男
女
の
結
婚
相
談
や
こ
う
の

と
り
の
会
事
業
な
ど
の
啓
発
活
動
に
努
め
、

年
２１

度
に
は
但
馬
地
域
の
企
画
委
員
会
代
表
に
就
任

し
、年
２
回
の
交
流
会
を
開
催
す
る
な
ど
、地
域

の
活
性
化
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

天野 智さん
（市場区）

石原武士さん
（加都区）

昭
和

年
度
か
ら
和
田
山
町
消
防
団
、朝
来
市

６２

消
防
団
の
副
団
長
を
歴
任
、毎
月
１
日
・

日
の

１５

「
防
災
の
日
」の
制
定
を
は
じ
め
予
防
消
防
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、平
成

年
度
か
ら
は
朝

２２

来
市
消
防
団
の
団
長
と
し
て
、地
域
の
防
災
力
向

上
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

戸田幸男さん
（寺谷区）

選
挙
管
理
委
員
、交
通
安
全
対
策
協
議
会
委
員
、

青
少
年
問
題
協
議
会
委
員
な
ど
の
要
職
に
つ
き

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
。平
成

年
度
か
ら
は
、

１９

市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
、県
社
会
福
祉
協
議
会

副
会
長
、全
但
社
会
福
祉
協
議
会
連
絡
会
長
を
歴

任
す
る
な
ど
、地
域
福
祉
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

松本早正さん
（伊由市場区）

平
成
７
年
か
ら
朝
来
町
商
工
会
理
事
、副
会
長

を
歴
任
、各
委
員
長
を
務
め
商
工
会
館
建
設
等
に

尽
力
。

年
か
ら
は
、朝
来
町
商
工
会
長
と
し
て

１９

活
躍
す
る
と
と
も
に
、

年
の
朝
来
市
商
工
会
発

２２

足
に
貢
献
。設
立
後
は
副
会
長
に
就
任
し
、運
営
・

事
業
推
進
に
邁
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

髙本幸枝さん
（久世田区）

平
成

年
８
月
、女
性
農
業
士
の
認
定
を
受
け
、

１１

年
８
月
か
ら
は
、兵
庫
県
女
性
農
漁
業
士
会
の

１５理
事
と
し
て
、ま
た
、

年
７
月
か
ら

年
８
月

１７

２１

ま
で
は
、同
会
の
会
長
を
務
め
、地
域
別
研
修
会

を
創
設
す
る
な
ど
、後
継
者
育
成
、連
携
強
化
や

女
性
の
地
位
向
上
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

【地域活動功労】【消防功労】【産業振興功労】【農林水産功労】

年度会費3,000円で何度でもお見合いができます
はばタン会員は県下3,300人以上
発足2年4カ月で成婚数150組

はばタン会員制度は、結婚を希望する男女に「はばタ
ン会員」として登録していただき、会員の閲覧用プロ
フィールで相手を選び、双方の合意が得られれば１対１
のお見合いをしていただく制度です。
【登録受付日時】 火曜～土曜日午前９時～午後５時１５分

（祝日・年末年始休み）
【会員登録料】３，０００円／年度
【問い合わせ・申込み先】但馬出会いサポートセンター

☎６６２－７７０１（但馬長寿の郷内）

はばタン会員募集中

若者チャレンジ奨励金
（若年者人材育成・定着支援奨励金）

３５歳未満の非正規雇用の若者を、自社の正社員として
雇用することを前提に、自社内での実習（ＯＪＴ）と座学
（ＯＦＦ－ＪＴ）を組み合わせた訓練（若者チャレンジ訓
練）を実施する事業主の皆さんへ奨励金を支給します。
※訓練開始までに事前の手続きが必要です。平成２５年度末までの時限措置であ

り、予算の範囲内での支給となります。予算額に達した時点で終了となります。

【問い合わせ先】
豊岡公共職業安定所 ☎０７９６－２３－３１０１

和田山分室 ☎６７２－２１１６

まちづくりに関するテーマをもとに、話
題提供者の話を聞いて、参加者と一緒に

わいわいと語り合い、学び合う場です。
語りたい人、じっくり議論を聴きたい人、参加の仕方は自
由です。お友だちを誘って、気軽に集いませんか？

【第１回】
◎開催日時 ６月２７日（木） 午後７時３０分～
◎開催場所 山東公民館（交流ルーム）
◎テーマ 「地域づくりしたいヒト、集まれ！」
話題提供者
一般社団法人ノオト代表理事金野幸雄さん
◎その他 参加費無料

【第２回目以降】
毎月第４木曜日を基本に定例的に開催します。
どの回からでも自由に参加できますので、お誘いあっ
て気軽にご参加ください。

※詳細は、市ホームページをご覧いただくか、
市役所総合政策課にお問い合わせください。

《主催・問い合わせ先》市役所総合政策課☎６７２－６１１０
E-mailsougou@city.asago.hyogo.jp

平成２５年６月平成２５年６月号号19
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朝来市では、平成２３年７月１日から市民の皆さんを対象に、健康・医療・育児に関する相談や医

療機関の情報提供について、看護師・保健師・医師が２４時間・年中無休体制で相談に応じ、わかり

やすくアドバイスする事業「あさご健康・医療電話相談ダイヤル２４」を行っています。

平成２４年度（平成２４年４月～２５年３月）の利用状況は次のとおりです

「あさご健康・医療電話相談ダイヤル２４」の利用状況について

相談内容
割合件数相談内容

35.6%452気になる体の症状

20.1%255育児相談

19.2%244治療に関する相談（現在治療中の人）

13.5%171夜間・休日の医療機関案内

6.6%84家庭看護

5.0%63その他

100.0%1,269合 計

割合件数診療科目

54.1%686小児科

13.8%175内科

5.6%71皮膚科

4.0%51耳鼻咽喉科

3.9%50整形外科

18.6%236その他

100.0%1,269合 計

割合合計女性男性年 齢

1.1%141400～20未満

64.5%8197645520～39以下

20.1%2552074840～59以下

12.9%1641085660～79以下

1.3%1761180以上

100.0%1,2691,099170合 計

相談内容に該当する診療科目

性別・年齢別

市民の皆さんの医療に対する安心・安全な環境づくりの一環として「あさご健康・医療電話相談ダイヤル２４」を行っ

ています。病気で受診を迷われるときや、受診可能な医療機関を知りたいとき、健康に関して悩みがあるときは、「あ

さご健康・医療電話相談ダイヤル２４」をご利用ください

■利用総件数は、１,２６９件で月平均１０５.８件の利用となっています。

■相談内容は、「気になる体の症状」「育児相談」「治療に関する相談」で全体の約４分の３（７４.９％）を占めています。

■相談利用は、２０～３０代の女性が７６４件で一番多く、全体の半数以上（６０.２％）を占めています。

あさご健康・医療電話相談ダイヤル２４

☎０１２０－１３５－９９０（フリーダイヤル）
２４時間年中無休／通話料・相談料無料

※携帯電話からも使用可能です。

【問い合わせ先】

市役所地域医療・健康課

☎６７２－５２６９

こんな時は迷わず「１１９」へ！！
●意識がない またはもうろうとしている

●呼吸や脈が不規則または停止している

●多量の出血がある

●けいれんや引きつけが治まらない

●激しい頭痛・胸痛・腹痛などの痛みがある

●明らかに重傷と思われる時

■診療科目は、小児科が約半数（５４.１％）を占めています。



健康コーナー

成人の風しん予防接種費用を助成します

市では、地域での風しんの流行を防ぎ、妊婦と赤ちゃんの健康を守るため、緊急対策として成人の風しん予防接種

の費用を助成します。

昨年から風しんが大流行しています。抗体を持たない妊娠初期の妊婦が風しんウイルスに感染すると、赤ちゃん

が心疾患、難聴、白内障などの障害を起こす先天性風しん症候群という病気にかかって生まれることがあります。

予防のためには、妊娠する可能性のある女性は事前に予防接種を受けておくことが大切です。また、妊婦のパート

ナーや同居家族の人が風しんを発症しないように注意しておく必要があります。

◆助成対象者 接種時に朝来市に住所を有する平成２年４月１日以前に生まれ、接種時に５０歳未満の人

※妊婦は接種できません ※妊娠前の女性は風しん予防接種後２か月は避妊が必要です

◆助成期間 平成２５年４月１日～１２月３１日

◆接種医療機関 朝来市内の医療機関

◆助成対象ワクチン 「風しん単抗原ワクチン」または「麻しん風しん混合ワクチン」

◆助成費用 接種にかかる費用のうち５，０００円を上限に助成 ※接種費用は医療機関によって異なります

◆助成方法

①市内医療機関での接種の場合

医療機関で「成人の風しん予防接種費用助成対象者証明書」を記載ください。接種を受け、接種費用から５,０００円

を引いた額を医療機関でお支払いください。

②市外の医療機関で接種を受ける場合・平成２５年４月以降に接種費用を支払い接種している場合

接種後に償還払いの申請をし、助成金を市が指定の口座に振り込みます。

※償還払いの申請は、早めに手続きをしてください。

※指定外の医療機関での接種、接種後の償還払いの場合、医師が記載する「予防接種証明書」に費用負担が発生す

る可能性があり、その費用については自己負担となります。

◆その他 成人の風しん予防接種は、任意の予防接種です。接種前に必ず主治医とよく相談して接種してください。

■問い合わせ先 市役所地域医療・健康課（和田山保健センター） ☎６７２－５２６９

■問い合わせ先 市役所地域医療・健康課（和田山保健センター） ☎６７２－５２６９

～健康あさご２１～ 年１回は健診を受けて健康管理に努めましょう

平成２５年度朝来市総合健診を実施します

市では、６月１８日から９月１２日まで各地区で総合健診を実施します。

総合健診は、特定健診（特定基本健診）とあわせて肺・胃・大腸・前立腺がんの検診や、肝炎ウイルス検診、腹部エコー

検診、骨粗鬆症検診も同日に実施します。

６月は山東・和田山地区において次の日程で総合健診を実施します。

《受診をされる皆さんへ》

☆すでに申込みしている人には、受診日時、会場等を案内し、受診票等を送付します。

☆申込みしていない人で、受診を希望する場合は、下記まで連絡ください。

☆詳しい実施日程については、広報５月号発送時に配布しました「平成２５年度朝来市総合健診実施日程について」をご覧ください。

会 場実施月日会 場実施月日

大蔵地区市民会館６月２１日（金）

さんとう緑風ホール

６月１８日（火）

糸井地区市民会館
６月２４日（月）６月１９日（水）

６月２５日（火）６月２０日（木）

◆次に該当する人は接種を検討してください

妊娠を希望する女性とその家族

☆女性は、妊娠前に接種を検討してください（妊娠中は接種ができません）

☆男性は、風しんにかかったことがない人・風しんワクチンを受けていない人、またそのどちらも不明の人

（接種回数が2回になっても問題はありません）

※昭和５４年４月２日～平成２年４月１日生まれの男女は接種率が低く、昭和５４年４月１日以前に生まれた

男性は子どものころに定期接種の機会がありませんでした

平平成２５年６月平成２５年６月号号21



地域包括支援センターの

地域包括支援センターってどんなところ？
窓

■問い合わせ先

市役所人権推進課 ☎６７２－６１２２

本人通知制度は、住民票または戸籍謄本などを本人の代理人や第三者に交付したとき、事
前に登録した人に対して、その事実を通知するものです。
住民票・戸籍は、本人の基本的人権（参政権、社会権（教育権等）、自由権等）の元になるもの

です。県内においても戸籍や住民票の不正取得事件が起きています。

本人通知制度について人権推進課だより（65）

朝来市においても、導入に向けて準備を進めています。詳細につ
いては、あらためてお知らせします。

人権を守り、またその抑止的効果も含め、不正取得防止を図るための意義ある手段の１つと考えられます。

朝来市地域包括支援センター
朝来市福祉事務所２階 ☎６７２－６１２５

生野地域包括支援センター
生野保健センター内 ☎６７０－５２０２

広報朝来来来 22

地域包括支援センターは、高齢者の介護・福祉・保健等に関する『暮らしの拠点』です。高齢者の皆さんが、住み
なれた地域で健やかに生活していただけるようさまざまな役割を担っています。

『地域包括支援センターではこんな仕事をしています』
◆総合相談の窓口です 高齢者やそのご家族、近隣に暮らす皆さんの介護や健康・生活に関する相談に応じます。
◆皆さんの権利を守るお手伝いをします 高齢者の皆さんが安心していきいきと暮らせるよう、さまざまな権利を
守るための支援をします。成年後見制度の紹介や、虐待・消費者被害などの相談に応じます。
◆さまざまな方面から高齢者を支えます 高齢者の皆さんを支える地域のケアマネジャーを支援するほか、関係機
関とのネットワーク作りに力を入れています。

輸血に必要な血液を十分に確保するためには、絶えずだれか

の献血が必要です。多くの皆さまのご協力をお願いします。

■問い合わせ先 市役所地域医療・健康課（和田山保健センター） ☎６７２－５２６９

【６月の献血予定】 本人確認できるもの（免許証、保険証など）・献血カード（お持ちの人）をご持参ください

受付時間会 場日 程
午前９時～午後１時市役所朝来支所６月９日（日）
午前９時３０分～１１時１５分 午後０時３０分～３時３０分和田山農業研修センター６月１３日（木）
午前９時３０分～１１時１５分 午後０時３０分～３時山東老人福祉センター６月２４日（月）

献血にご協力ください

第１１回あさごオープンガーデン 問・朝来花いっぱい協会事務局（朝来公民館内）☎６７７－１１６５

花と緑あふれるまちを目ざし、朝来地域の市民が丹精込めて作った家庭の庭やグループの花壇を公開します。

◇日 時 ６月７日（金）～９（日）午前９時～午後５時 ◇会 場 朝来地域全１６か所

第３回あさごフラワーフェスティバル 問・朝来支所地域振興課 ☎６７７－１１６５

美しい景観の維持と花いっぱいのまちづくりを目ざし、朝来庁舎周辺で花と緑に親しんでいただく催しです。

◇日 時 ６月９日（日）午前１０時～午後２時 ◇会 場 朝来市役所朝来庁舎周辺



№４３ 健康食品の悪質な送りつけ商法に注意！暮らしの情報コーナー

※子ども＝15歳以下 高齢者＝65歳以上
※累計は平成２５年の合計

犯罪発生状況（朝来警察署）

件数手口件数手口

４空 き 巣

侵
入
盗

０路 上 強 盗

街
頭
犯
罪

１忍 び 込 み０強制わいせつ

０金 庫 破 り０ひ っ た く り

０事 務 所 あ ら し８車 上 ね ら い

０出 店 あ ら し２自動販売機ねらい

２詐 欺

そ
の
他

３部 品 ね ら い

６傷 害１３器 物 損 壊

１暴 行０自 動 車 盗

９万 引 き０オートバイ盗

（４月末累計）３自 転 車 盗

火災・救急の状況
（南但消防本部）

件数区分

０建物

火
災

１林野

１車両

０その他

２合計

８累計

１３交通事故

救
急

２１一般負傷

７０急病

１７その他

１２１合計

４７７累計

（４月中）

交通事故の状況
（朝来警察署）

累計件数区分

４４９人身事故

００子ども

死
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１０高齢者

００その他

１０合計
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者
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４０５８５物損事故

（４月中）
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■相談窓口 たじま消費者ホットライン ☎０７９６－２３－１９９９

市消費生活相談窓口（市役所市民課内） ☎６７２－６１２１ 県立但馬消費生活センター ☎０７９６－２３－０９９９

注文した覚えがないのに代金引換で健康食品を送り付ける悪質な送り付け商法の被害が後を絶ちません。最近

では受け取り拒否した人を「裁判にする」と脅して強引に代金を支払わせる業者もあります。

つ

いずれも該当児には個別通知します。

６６６／／１６～７１６～７／／１５１５

場 所内 容曜日日月

さんとう緑風ホール総合健診火１８

６
月

さんとう緑風ホール総合健診水１９

さんとう緑風ホール

和田山保健センター

総合健診

８か月児健診
木２０

大蔵地区市民会館総合健診金２１

糸井地区市民会館

山東老人福祉センター

総合健診

献血
月２４

糸井地区市民会館総合健診火２５

和田山保健センター脳元気度チェック（予約制）水２６

和田山保健センター３か月児健診金２８

竹田地区市民会館総合健診火２

７
月

竹田地区市民会館総合健診水３

東河地区市民会館総合健診木４

和田山保健センター１歳６か月児健診木１１

和田山保健センター３歳児健診金１２

「３か月前に注文したサプリメントを代引小包で送

ります」と知らない業者から電話があった。覚えがな

かったがとりあえず「キャンセルしたい」と言うと「受

注生産なのでキャンセルできない」と、すごみのある声

で言われ怖くなった。明日届く予定だが 受け取らな

ければいけないか。 （７０歳代、男性）

平平成２５年６月平成２５年６月号号23

健健康カレ健康カレンンダーダー

認知症の母宛に代引宅配で健康食品が届き、母が

２４，８００円を支払って受け取ってしまった。業者に電話

して「クーリング・オフしたい」と言ったが「お母さんか

ら電話で注文を受けた。録音しているので裁判にする」

と言われた。母の状態では自分から電話するなど考え

られない。 （５０歳代、女性）

注文していなければ商品を受け取ったり代金を支払ったりする義務はありません。一旦承諾したり、代金を支

払ってしまっても、クーリング・オフできる場合があります。ただし、法的にはクーリング・オフできるにもかかわ

らず返金に応じない悪質な業者が増えています。

被害を防ぐには、身に覚えのない商品は受け取り拒否し、絶対に代金を支払わないことが大切です。

水泳・水中運動教室の無料体験会を実施します。ぜひご参加ください。
■対 象 １８歳以上
■期 間 ６月１日（土）～６月２８日（金）１人４回まで
■申込み・問い合わせ先 和田山温水プールエスポワ☎６７２－５７５０

※火～土曜日に実施している教室の無料体験です

和田山温水プールエスポワ大人の無料体験会開催
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新あさご百景

第20回 白井大町藤公園

大町藤公園は、約7千平方㍍の敷地に総延長５００㍍

の藤棚があります。４月の終わりから５月の中旬に

かけて、薄紫の花が咲き乱れる幽玄な風景は、訪れる

人の目を楽しませてくれます。

皆さんからの投稿を募集しています。身近にある
風景などを応募ください。 問い合わせ先 市役所都市開発課 ☎６７２－６１２７

人いきいき
市内で活躍する元気な人、

グループを紹介
（ ）

４月１９日から２１日にかけて、西垣雅夫さん（弥生が丘１区）の回顧

展が、和田山ジュピターホールで開かれました。

会場には、平成１８年の夏、中国内蒙古自治区へ足を運び自然の風景

や人物を描いた作品や、３０年前に亡くした妻・やう子さんと自身との

思い出を描いた作品など、本格的に絵を描き始めてから６０年以上にわ

たっての活動のなかから８４点が展示されました。

子どものころから絵を描くのが好きだったという西垣さんは、師範

学校で美術を学び、その後、教師となり小・中学校で国語や美術を指導

してきました。昭和５５年、当時の和田山公民館の同好会メンバーと和

田山美術クラブ（現和田山美術協会）を結成。以来、会員の皆さんらと

ともに、研さんを積み重ねてきました。絵の題材については、風景など

も多く描いてきましたが、「人物を描くのが特に好き」とのことで、い

ずれもモチーフへの深い愛情が表現されています。

現在８５歳、「まだまだ描きたい意欲はある」と、年４回開かれる和田

山美術協会の作品展への出品を目標に活動を続けています。

西垣雅夫さん

西垣 雅夫 さん

和田山美術協会

こ ん な こ と あ ͬ た で ー市 民 投 稿

３周年を迎えました「和田山駅前トラ市」 和田山駅前トラ市実行委員会

「和田山駅前トラ市」この４月で３周年を迎えました。

空き店舗が目立つＪＲ和田山駅前センター街に「賑わいを取

り戻し、人と人とがふれあえるまちづくりを目ざそう」と朝来市

商工会青年部発案のもと、平成２２年４月に地元の商店主らによ

る和田山駅前トラ市実行委員会を組織し、定期市を開催してい

ます。毎月第４土曜日の午前は、軽トラを利用した移動型店舗が

並び、新鮮な地元野菜や鮮魚、惣菜、和菓子、雑貨などが販売され、

地元住民に好評を得ています。

また、開催日には、委員会が企画したイベントも実施され、子

どもからお年寄りまで楽しめるふれあいの場としても定着して

います。出店者は随時募集しています。詳しくは朝来市商工会内

トラ市事務局（☎６７２－２３６２）までどうぞ。



朝
来
市
基
金
に
お
け
る
仕
組
商
品
に
つ
い
て
、最
近
の
円
安
等
の
影
響
に
よ
っ
て
、現
在
保
有
す
る
仕
組
商
品
の
評

価
額
と
、こ
れ
ま
で
に
受
け
取
っ
た
利
金
分
と
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、損
失
が
発
生
し
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。こ

の
こ
と
か
ら
、市
で
は
仕
組
商
品
を
売
却
・
解
約
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

今
回
は
、５
月

日
に
開
催
さ
れ
た
第

回
朝
来
市
議
会
臨
時
会
で
多
次
市
長
が
述
べ
ま
し
た
行
政
報
告
を
掲
載

２０

２４

し
、市
の
意
思
決
定
ま
で
の
考
え
方
を
お
伝
え
し
ま
す
。

朝
来
市
基
金
に
お
け
る
仕
組
商
品
に
つ
い
て
は

損
失
の
解
消
に
よ
っ
て
売
却
・
解
約
を
決
定
し
ま
し
た

現
状
と
今
後
の
方
針

（
市
長
の
行
政
報
告
か
ら
）

基
金
問
題
に
か
か
る
現
状
と
今
後

の
方
針
に
つ
い
て
ご
報
告
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
ず
、今
日
ま
で
の
経
緯
に
つ
い

て
改
め
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

平
成

年

月
に
、専
門
家
グ

２１

１１

ル
ー
プ
に
朝
来
市
基
金
に
よ
る
仕
組

商
品
の
購
入
保
有
の
経
緯
と
そ
の
是

非
お
よ
び
勧
誘
販
売
を
行
っ
た
Ｓ
Ｍ

Ｂ
Ｃ
日
興
証
券
、み
ず
ほ
証
券
、三
菱

Ｕ
Ｆ
Ｊ
証
券
の
三
つ
の
証
券
会
社
お

よ
び
三
井
住
友
銀
行
の
一
つ
の
銀
行
、

計
４
社
の
民
事
法
上
の
責
任
の
有
無

に
つ
い
て
調
査
を
依
頼
し
、平
成
２２

年
３
月
に
調
査
報
告
書
の
提
出
を
受

け
ま
し
た
。そ
の
後
、そ
れ
ら
４
社
に

対
し
て
、代
金
返
還
請
求
等
の
裁
判

外
紛
争
解
決
手
続
い
わ
ゆ
る
Ａ
Ｄ
Ｒ

申
立
を
行
い
、同
手
続
が
決
裂
に

至
っ
た
後
、平
成

年
６
月
に
こ
れ

２４

ら
４
社
の
う
ち
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日
興
証
券

と
三
井
住
友
銀
行
の
２
社
に
絞
っ
て
、

大
阪
地
方
裁
判
所
へ
損
害
賠
償
請
求

訴
訟
を
提
起
し
、そ
の
後
、管
轄
裁
判

所
の
有
り
方
を
め
ぐ
り
、い
ろ
い
ろ

と
心
配
を
い
た
し
ま
し
た
が
、最
終

的
に
は
今
日
、神
戸
地
方
裁
判
所
の

管
轄
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、ご
承

知
の
と
お
り
で
あ
り
、そ
の
初
回
期

日
は
、本
年
５
月

日
午
後
１
時

２３

１０

分
と
指
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

本
訴
訟
は
平
成

年
６
月

日
の

２４

２５

訴
訟
提
起
時
点
で
は
、被
告
Ｓ
Ｍ
Ｂ

Ｃ
日
興
証
券
が
勧
誘
販
売
し
た
一
連

の
仕
組
商
品
に
関
し
て
約
４
億
３
千

６
５
０
万
円
の
取
引
損
失
が
生
じ
て

お
り
、ま
た
、被
告
三
井
住
友
銀
行
に

関
し
て
は
約
５
千
１
６
万
円
の
取
引

損
失
が
生
じ
て
い
た
こ
と
か
ら
、本

市
は
、同
取
引
損
失
等
を
不
法
行
為

に
基
づ
く
損
害
と
し
て
、被
告
ら
に

同
金
額
の
賠
償
を
請
求
し
た
も
の
で

ご
ざ
い
ま
す
。そ
し
て
、そ
の
取
引
損

失
は
、対
象
と
な
る
仕
組
商
品
の
評

価
損
失
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

同
時
に
そ
れ
は
米
ド
ル
、豪
ド
ル
と

日
本
円
と
の
為
替
相
場
が
、同
仕
組

商
品
購
入
時
よ
り
大
き
く
円
高
に
振

れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
表
面
化
し
た
も

の
で
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、昨
年
１２

月
以
降
、今
日
に
至
る
ま
で
、日
本
政

府
お
よ
び
日
本
銀
行
の
大
胆
な
金
融

政
策
の
転
換
を
受
け
て
、そ
の
当
時

と
打
っ
て
変
わ
っ
て
、円
安
が
進
ん

で
い
る
状
況
に
あ
り
、そ
の
結
果
、一

連
の
仕
組
商
品
に
お
い
て
、評
価
損

失
が
大
き
く
改
善
さ
れ
、解
消
に
す

ら
至
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
現
状
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、こ
の
よ
う
に
提
訴
後
の

経
済
事
情
の
変
化
に
よ
っ
て
、評
価

損
失
が
改
善
さ
れ
、更
に
、既
得
利
金

等
と
損
益
通
算
す
れ
ば
取
引
損
失
が

解
消
さ
れ
る
と
言
う
状
況
の
下
で
、

本
件
訴
訟
の
進
行
の
あ
り
方
お
よ
び

現
在
保
有
中
の
仕
組
商
品
の
売
却
可

否
に
つ
い
て
、報
告
す
る
も
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。

こ
こ
で
、調
査
報
告
書
の
結
論
要

点
を
振
り
返
っ
て
お
き
ま
す
と
、朝

来
市
基
金
の
運
用
と
し
て
、朝
来
市

が
合
計
４
社
の
証
券
会
社
等
か
ら
一

連
の
仕
組
商
品
を
購
入
し
保
有
し
て

い
る
こ
と
、言
い
換
え
れ
ば
、
４
社
に

よ
る
販
売
勧
誘
に
か
か
る
諸
言
動
は
、

①
朝
来
市
基
金
に
か
か
る
法
令
上
の

運
用
制
限
に
違
反
す
る
と
と
も
に
、

②
適
合
性
原
則
に
違
反
し
、
③
説
明

義
務
に
違
反
し
、④
特
に
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ

日
興
証
券
に
つ
い
て
は
指
導
助
言
義

務
に
も
違
反
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ

る
、
そ
れ
ゆ
え
、
法
令
順
守
の
観
点
か

ら
そ
の
違
反
状
態
を
解
消
す
る
た
め
、

速
や
か
な
中
途
売
却
・
解
約
が
望
ま

し
い
こ
と
、
そ
の
上
で
、
損
害
回
復
の

法
的
手
続
を
取
る
こ
と
、そ
う
す
れ

ば
損
害
賠
償
等
が
認
め
ら
れ
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
を
助
言
す
る
も
の
で

あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、当
時
に
お
い
て
、も
し
、

実
際
に
中
途
売
却
等
す
れ
ば
、
大
き

な
取
引
損
失
が
現
実
化
す
る
こ
と
、

す
な
わ
ち
、朝
来
市
に
多
額
の
現
実

損
害
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、市
と
し

て
は
次
善
策
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

ま
ず
は
、
販
売
４
社
に
対
し
て
、
Ａ
Ｄ

Ｒ
申
立
を
行
い
、同
手
続
を
通
じ
て
、

和
解
協
議
に
よ
っ
て
顕
在
化
す
る
取

引
損
失
を
可
能
な
限
り
少
な
く
す
る

方
策
を
追
求
し
ま
し
た
が
、残
念
な

が
ら
同
協
議
が
不
調
に
至
っ
た
こ
と

は
、前
述
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
こ
で
、本
市
は
、
評
価
損
失
の
大

き
な
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日
興
証
券
と
三
井
住

友
銀
行
の
２
社
に
絞
っ
て
本
件
訴
訟

提
起
に
進
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の

で
す
が
、そ
の
際
に
、次
善
策
と
し
て
、

そ
れ
ま
で
の
証
券
訴
訟
に
お
け
る
損

害
認
定
に
か
か
る
最
近
の
判
例
等
の

―１―



状
況
を
踏
ま
え
て
、一
連
の
仕
組
商

品
を
保
有
継
続
し
つ
つ
、違
法
勧
誘

に
よ
っ
て
支
払
っ
た
代
金
額
と
訴
訟

提
起
時
の
評
価
金
額
の
差
額
金
額
い

わ
ゆ
る
評
価
損
失
か
ら
既
得
の
利
金

金
額
お
よ
び
売
却
な
い
し
早
期
償
還

に
よ
っ
て
得
た
金
額
を
控
除
し
た
差

額
金
額
い
わ
ゆ
る
取
引
損
失
を
以
っ

て
、不
法
行
為
に
基
づ
い
て
発
生
し

た
取
引
損
害
で
あ
る
と
把
握
し
、同

損
害
金
額
の
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
同

損
害
額
が
、本
件
訴
訟
提
起
時
に
、被

告
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日
興
証
券
と
同
三
井
住

友
銀
行
の
２
社
で
合
計
約
４
億
８
千

６
６
６
万
円
と
な
っ
て
い
た
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
評
価
損
失
は
、一
連
の

仕
組
商
品
に
お
け
る
参
照
指
標
で
あ

る
米
ド
ル
、豪
ド
ル
と
日
本
円
と
の

為
替
相
場
が
、購
入
時
に
比
べ
て
大

き
く「
円
高
」方
向
に
振
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
生
じ
て
い
た
も
の
で
あ
り
ま

し
た
。し
か
し
、そ
の
後
、繰
り
返
し

に
な
り
ま
す
が
、平
成

年

月
以

２４

１２

降
、今
日
に
至
る
ま
で
、同
為
替
相
場

が
大
き
く「
円
安
」方
向
に
振
れ
戻
し

た
結
果
、そ
れ
ら
評
価
損
失
は
大
き

く
改
善
さ
れ
、一
部
商
品
で
は
解
消

さ
れ
る
状
況
に
至
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
し
て
、そ
の
改
善
、解
消
さ
れ
た

評
価
損
失
と
既
得
利
金
等
を
損
益
通

算
す
る
と
、利
益
が
発
生
す
る
状
況

が
生
じ
て
き
て
お
り
ま
す
。

に
よ
っ
て
反
復
し
て
販
売
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、そ
れ
ゆ
え
に
、訴
訟
提
起

に
当
た
っ
て
も
、共
通
で
同
様
の
違

法
言
動
に
よ
っ
て
購
入
さ
せ
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、言

わ
ば
一
連
の
言
動
に
よ
っ
て
一
連
の

仕
組
商
品
が
販
売
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
ま
す
こ
と
か
ら
、そ
の
結
果
た
る

取
引
損
害
も
一
連
一
体
の
損
害
と
把

握
さ
れ
る
こ
と
が
こ
と
の
実
態
に
即

し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。よ
っ
て
、本

件
に
お
い
て
は
、被
告
会
社
ご
と
に
、

一
連
の
仕
組
商
品
を
一
連
の
違
法
言

動
に
よ
る
販
売
勧
誘
が
行
わ
れ
た
結

果
、一
連
の
損
害
が
発
生
し
た
と
理

解
さ
れ
る
の
で
あ
り
、も
し
、こ
れ
を

仕
組
商
品
ご
と
に
他
と
異
な
っ
た
違

法
勧
誘
が
行
わ
れ
た
、そ
の
結
果
、相

互
に
関
連
性
の
な
い
、取
引
損
害
が

そ
れ
ぞ
れ
に
発
生
し
た
と
把
握
す
る

な
ら
ば
、そ
の
よ
う
な
把
握
は
本
件

の
実
態
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
と
言
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
い
い
ま
す

と
、本
件
に
お
い
て
は
、最
近
の
評
価

損
失
の
解
消
に
伴
っ
て
、既
得
利
金

等
と
の
損
益
通
算
を
行
っ
た
後
の
取

引
損
失
に
お
い
て
は
、損
失
金
額
が

改
善
さ
れ
る
に
止
ま
ら
ず
、さ
ら
に

進
ん
で
、解
消
さ
れ
る
に
至
っ
て
い

る
状
況
に
あ
り
、こ
れ
は
、本
件
訴
訟

に
お
い
て
、朝
来
市
の
主
張
に
か
か

る
取
引
損
害
が
、現
時
点
で
は
、ゼ
ロ

に
な
っ
て
い
る
、損
害
が
解
消
さ
れ

て
い
る
、と
言
う
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

以
上
の
次
第
で
、現
状
況
下
に
お
い

て
は
、取
引
損
害
が
解
消
さ
れ
る
状
況

と
な
っ
た
こ
と
を
鑑
み
、本
件
訴
訟
、

損
害
賠
償
請
求
は
成
り
立
た
な
く

な
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。つ
ま
り
、

損
害
賠
償
請
求
に
は
、2
つ
の
主
張
立

証
要
件
を
必
要
と
す
る
か
ら
で
あ
り
、

そ
れ
は
、加
害
行
為
あ
る
い
は
違
法
行

為
と
損
害
の
２
つ
で
あ
り
、そ
の
２
つ

と
も
が
立
証
さ
れ
て
は
じ
め
て
、賠
償

命
令
が
下
さ
れ
る
の
で
あ
り
、た
と
え
、

加
害
行
為
あ
る
い
は
違
法
行
為
が
立

証
さ
れ
て
も
、も
し「
損
害
」が
発
生
し

な
か
っ
た
り
、一
旦
は
発
生
し
た
が
解

消
さ
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、「
損

害
が
無
い
」と
し
て
賠
償
請
求
は
棄
却

さ
れ
、そ
の
訴
え
は
認
め
ら
れ
な
い
こ

と
と
な
り
ま
す
。

損害賠償訴訟にかかる損害賠償額の現状

【訴訟時（平成２４年６月）】
■被告ＳＭＢＣ日興証券関係
損害実額………………………４億３，６５０万４，２３１円
①購入総額……………………４４億円
②売却差益および償還差益…２３０万円
③受取利金……………………５億５，６１９万５，７６９円
④時価評価金額………………３４億５００万円
⑤以上差引通算後……………４億３，６５０万４，２３１円

■被告三井住友銀行関係
損害実額………………………５，０１６万２，２０４円
①購入総額……………………１３億円
②売却差益および償還差益…０円
③受取利金……………………１億４，８８３万７，７９６円
④時価評価金額………………１１億１００万円
⑤以上差引通算後……………５，０１６万２，２０４円

※以上から不法行為による損害額が発生しないことから、

本訴訟の論拠を失う現状にある。

―２―

な
お
、評
価
損
失
の
改

善
、解
消
お
よ
び
既
得
利

金

等

の

損

益

通

算

は
、

個
々
の
仕
組
商
品
ご
と
に

計
算
さ
れ
る
も
の
で
は
な

く
、被
告
会
社
ご
と
に
一

連
の
仕
組
商
品
を
ま
と
め

て
、一
体
と
し
て
損
益
通

算
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。な
ぜ
な
ら
、対

象
と
な
っ
て
い
る
仕
組
商

品
は
商
品
ご
と
に
若
干
の

相
違
点
は
あ
っ
て
も
基
本

的
に
商
品
特
性
が
共
通
し

て
お
り
、い
ず
れ
の
個
別

商
品
に
つ
い
て
も
共
通
あ

る
い
は
同
様
の
勧
誘
態
様

【平成２５年４月３０日現在】
■被告ＳＭＢＣ日興証券関係
損害実額……………………△３億２，５５６万５，３１４円
①購入総額……………………４３億円
②売却差益および償還差益…２３０万円
③受取利金……………………６億２，４２６万５，３１４円
④時価評価金額………………３９億９，９００万円
⑤以上差引通算後…………△３億２，５５６万５，３１４円

■被告三井住友銀行関係
損害実額……………………△１億４，１０３万１，４３５円
①購入総額……………………１３億円
②売却差益および償還差益…０円
③受取利金……………………１億７，２０３万１，４３５円
④時価評価金額………………１２億６，９００万円
⑤以上差引通算後…………△１億４，１０３万１，４３５円



一
方
、そ
う
は
言
う
も
の
の
、取
引

損
失
の
解
消
が
、ご
く
一
時
的
な
も

の
で
あ
っ
て
、取
引
損
失
の
解
消
状

態
が
売
却
処
分
す
る
に
必
要
な
期
間
、

継
続
し
な
い
場
合
に
は
、必
ず
し
も

当
て
は
ま
り
ま
せ
ん
。な
ぜ
な
ら
、取

引
損
失
の
解
消
は
言
わ
ば
一
時
的
現

象
に
過
ぎ
ず
、す
ぐ
再
び
損
失
が
発

生
す
る
、再
発
す
る
と
言
う
の
で
あ

れ
ば
、取
引
損
害
の
有
無
と
多
寡
は
、

本
件
訴
訟
の
口
頭
弁
論
終
結
時
点
に

お
い
て
確
認
す
れ
ば
良
い
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
す
。し
か
し
、現
在
の
円

安
傾
向
は
昨
年

月
か
ら
約
５
か
月

１２

に
わ
た
っ
て
継
続
し
、そ
の
結
果
、現

時
点
で
は
取
引
損
害
が
解
消
さ
れ
て

お
り
、そ
の
状
況
は
急
変
し
て
取
引

損
害
が
再
来
す
る
可
能
性
が
高
い
と

ま
で
は
言
え
な
い
こ
と
を
鑑
み
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、取
引
損
害
が
解
消
さ
れ
た

状
況
と
言
う
の
は
、調
査
報
告
書
の

結
論
要
点
に
立
ち
返
っ
て
、本
市
と

し
て
本
来
の
取
る
べ
き
方
策
す
な
わ

ち
違
法
状
態
解
消
の
た
め
の
売
却
処

分
を
容
易
に
す
る
好
機
到
来
と
言
う

視
点
か
ら
も
捉
え
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

本
来
な
ら
ば
、法
令
順
守
す
な
わ

ち
違
法
状
態
解
消
の
た
め
に
、保
有

中
の
仕
組
商
品
を
売
却
処
分
す
る
の

が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、今

日
に
お
い
て
は
、そ
の
際
に
現
実
化

す
る
で
あ
ろ
う
損
失
が
余
り
に
多
額

で
あ
る
こ
と
が
容
易
に
判
断
で
き
た

こ
と
か
ら
、次
善
策
を
採
っ
て
、保
有

継
続
の
中
で
本
件
訴
訟
を
遂
行
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

最
近
の
円
安
傾
向
の
一
定
持
続
に
よ

り
取
引
損
失
が
解
消
さ
れ
る
状
況
で

あ
る
な
ら
、す
な
わ
ち
、売
却
処
分
に

よ
っ
て
損
害
の
発
生
す
る
こ
と
が
な

い
の
で
あ
る
な
ら
、現
時
点
に
お
い

て
売
却
処
分
を
躊
躇
し
判
断
を
遅
ら

せ
る
理
由
は
何
も
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、現
時
点
に
お
け
る
速
や
か

な
売
却
処
分
は
、違
法
状
態
を
解
消

す
る
と
言
う
正
当
性
を
持
つ
と
と
も

に
、そ
の
結
果
と
し
て
、取
引
損
害
が

発
生
し
な
い
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、

同
処
分
行
為
は
、一
連
の
仕
組
商
品

の
購
入
保
有
に
関
し
て
、朝
来
市
に

財
産
上
の
損
害
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と

が
無
い
の
で
あ
っ
て
、同
処
分
行
為

を
決
定
し
遂
行
し
た
行
為
に
、賠
償

責
任
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
が
無
い
と

も
判
断
い
た
し
ま
す
。こ
の
視
点
か

ら
も
、現
時
点
に
お
け
る
売
却
処
分

を
躊
躇
し
判
断
を
遅
ら
せ
る
理
由
は

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

逆
に
、売
却
処
分
せ
ず
に
こ
れ
を

放
置
し
、将
来
円
高
に
な
っ
て
損
失

を
再
度
生
じ
さ
せ
た
場
合
に
は
、漫

然
と
放
置
し
た
こ
と
に
よ
り
賠
償
責

任
が
生
ず
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、万
一
今
後
も
円
安
が
継
続
し

て
進
行
し
、売
却
し
な
け
れ
ば
も
っ

と
利
益
を
得
ら
れ
た
、あ
る
い
は
す

べ
て
の
仕
組
み
商
品
が
早
期
償
還
し

た
、と
い
う
事
態
が
出
現
し
た
と
し

て
も
、そ
れ
は
市
が
為
替
投
機
を
し

て
、た
ま
た
ま
成
功
し
た
と
い
う
に

過
ぎ
ず
、一
歩
間
違
え
ば
損
失
を
生

じ
さ
せ
る
危
険
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。ま
た
、

市
民
固
有
の
財
産
を
投
機
と
し
て
容

易
に
も
て
あ
そ
ぶ
こ
と
は
断
じ
て
避

け
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、今
さ
ら

論
を
待
た
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
も
、昨
年

月
以
降
、今
日
ま
で
、為
替
相
場
が

１２円
安
方
向
に
進
ん
で
き
て
い
る
現
時

点
を
い
た
ず
ら
に
や
り
過
ご
し
て
し

ま
い
、も
し
、再
び
、円
高
方
向
に
急

変
し
た
場
合
に
は
、再
び
、取
引
損
失

が
現
出
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。そ

の
場
合
に
は
、「
朝
来
市
は
損
失
無
く

売
却
で
き
る
好
機
を
無
為
に
過
ご
し

た
」と
し
て
、そ
の
責
任
を
問
う
住
民

の
声
が
起
き
る
こ
と
は
十
分
あ
り
得

る
こ
と
で
は
な
い
か
と
推
測
い
た
し

議会で報告する多次市長（５月２０日）

―３―

ま
す
。

以
上
の
次
第
で
、
本
市
が
保
有
し

て
お
り
ま
す
仕
組
商
品
に
関
し
て
は
、

近
時
の
円
安
亢
進
に
よ
っ
て
、大
幅

な
評
価
損
失
が
解
消
さ
れ
、
こ
れ
を

既
得
利
金
等
と
損
益
相
殺
す
れ
ば
、

取
引
損
失
が
解
消
さ
れ
る
状
況
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、現
時

点
に
お
い
て
保
有
中
の
仕
組
商
品
の

す
べ
て
を
速
や
か
に
売
却
処
分
す
る

こ
と
、そ
れ
に
よ
っ
て
今
後
あ
り
得

る
円
高
復
活
に
よ
る
取
引
損
失
の
再

来
可
能
性
を
遮
断
す
る
こ
と
が
相
当

で
あ
る
と
判
断
す
る
に
至
っ
た
次
第

で
あ
り
ま
す
。

今
、
こ
の
判
断
を
み
な
さ
ま
に
お

伝
え
す
る
に
際
し
、改
め
て
心
に
感

じ
ま
す
こ
と
は
、
わ
た
く
し
の
手
で
、

市
民
の
み
な
さ
ま
に
多
大
な
ご
心
配

を
お
か
け
し
た
基
金
問
題
の
終
結
を

図
り
、今
日
ま
で
そ
の
問
題
解
決
に

要
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
山
積
す
る
多

く
の
政
策
課
題
に
、よ
り
一
層
の
精

力
を
傾
注
す
べ
し
と
す
る
決
意
で
ご

ざ
い
ま
す
。
な
に
と
ぞ
ご
理
解
の
ほ

ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

の
ち
ほ
ど
、
本
日
の
議
会
に
お
い

て
、議
員
の
み
な
さ
ま
の
ご
審
議
を

仰
ぐ
べ
く
、こ
れ
に
か
か
る
補
正
予

算
を
提
案
い
た
し
て
お
り
ま
す
。慎

重
な
る
審
議
を
い
た
だ
き
た
く
お
伝

え
す
る
も
の
で
す
。

以
上
、わ
た
く
し
の
基
金
問
題
に

関
す
る
今
後
の
方
針
を
述
べ
、
行
政

報
告
と
い
た
し
ま
す
。



５
月

日
の
臨
時
議
会
に
仕
組
債

２０

等
売
却
及
び
解
約
に
伴
う
補
正
予
算

（
案
）を
上
程
し
、全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、今
後
速

や
か
に
一
連
の
売
却
、解
約
手
続
き

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

補
正
予
算
の
内
容
は
、必
要
経
費

と
し
て
６
億
５
千
万
円
を
措
置
し
た

も
の
で
す
。

今
年
２
月
ご
ろ
か
ら
の
急
激
な
円

安
に
よ
り
仕
組
債
等
の
評
価
額
が
大

き
く
改
善
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、５
月

に
各
証
券
会
社
等
に
売
却
等
を
想
定

し
た
見
積
額
の
提
出
を
求
め
た
と
こ

ろ
、そ
の
合
計
金
額
は
、

億
９
千
９

５２

３
１
万
４
千
円（
別
表
最
下
段
○イ
）で

し
た
。

仕
組
債
等
の
額
面
金
額
の
総
額
は
、

億
円（
別
表
最
下
段
○ア
）で
あ
る
こ

５８と
か
ら
、そ
の
差
引
は
５
億

万
６

６８

千
円
の
損
失
ま
で
減
少
し
て
い
ま
し

た
。ま
た
、仕
組
債
等
に
係
る
こ
れ
ま

で
の
利
金
総
額
は
、８
億
３
千
２
０

１
万
８
６
１
円（
別
表
最
下
段
○ウ
）で

あ
る
こ
と
か
ら
、こ
れ
ら
の
損
益
を

通
算
す
れ
ば
３
億
３
千
１
３
２
万
４

千
８
６
１
円
の
差
益
が
発
生
す
る
こ

と
が
判
明
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
っ

て
仕
組
債
売
却
等
に
係
る
経
費（
損

失
補
て
ん
費
用
）と
し
て
５
億

万
６８

６
千
円
を
計
上
し
て
も
、理
論
上
３

億
３
千
１
３
２
万
４
千
８
６
１
円
の

差
益
が
残
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。こ

の
考
え
か
ら
仕
組
債
売
却
等
に
係
る

経
費
の
う
ち
仕
組
債
の
売
却
に
係
る

経
費（
損
失
額
）を「
割
引
料
」と
し
て
、

ま
た
指
定
金
銭
信
託
に
係
る
契
約
解

約
経
費（
損
失
額
）を「
手
数
料
」と
し

て
合
計
６
億
５
千
万
円
を
措
置
し
た

も
の
で
す
。な
お
、計
算
上
の
損
失
見

積
額
５
億

万
６
千
円
と
補
正
額
６

６８

億
５
千
万
円
と
の
差
額
約
１
億
５
千

万
円
は
、今
後
の
為
替
変
動
等
を
考

慮
し
、一
定
額
を
確
保
し
た
も
の
で

す
。補

正
財
源
は
６
億
５
千
万
円
を
財

政
調
整
基
金
か
ら
一
般
会
計
に
繰
り

入
れ
、割
引
料
及
び
手
数
料
と
し
て

支
出
、そ
れ
ぞ
れ
の
基
金
に
属
す
る

仕
組
債
等
の
損
失
部
分
に
充
当
し
ま

す
。市

が
訴
訟
を
提
起
し
て
い
る
仕
組

み
債
等
に
係
る
損
害
賠
償
請
求
事
件

の
第
１
回
弁
論
が
神
戸
地
方
裁
判
所

２
０
４
号
法
廷
で
開
か
れ
る
予
定
で

相
手
方
証
券
会
社
等
関
係
者
も
法
廷

に
参
集
し
ま
し
た
が
、開
廷
前
に
本

市
代
理
人
弁
護
士
の
経
過
報
告
等
が

許
さ
れ
、第
１
回
弁
論
は
７
月

日
２５

午
前

時
か
ら
に
延
期
す
る
こ
と
が

１１

決
定
し
ま
し
た
。

代
理
人
弁
護
士
の
経
過
報
告
は
、

評
価
額
の
損
失
が
為
替
の
上
昇
等
に

よ
り
損
益
を
通
算
す
れ
ば
解
消
し
つ

つ
あ
る
こ
と
、朝
来
市
は
こ
の
問
題

の
早
期
解
決
を
図
る
た
め
解
約
等
に

必
要
な
予
算
を
市
議
会
に
提
出
し
議

決
を
受
け
て
い
る
こ
と
、各
証
券
会

■問い合わせ先

市役所総務課（基金問題担当）

☎６７２－６１１５

今後の経過については
広報紙などでお知らせします

社
等
に
解
約
等
の
申
し
入
れ
を
行
っ

た
こ
と
、こ
れ
ら
に
よ
っ
て
１
か
月

を
め
ど
に
解
約
等
を
完
了
し
損
益
通

算
し
て
民
法
上
の
損
失
が
な
け
れ
ば
、

こ
の
訴
訟
を
取
り
下
げ
に
よ
り
終
了

し
た
い
、以
上
の
こ
と
か
ら
第
１
回

弁
論
の
延
期
を
要
望
す
る
も
の
で
し

た
。こ

の
報
告
に
対
し
相
手
方
の
証
券

会
社
等
代
理
人
弁
護
士
も
裁
判
所
の

判
断
に
従
う
意
思
を
示
し
、裁
判
長
・

裁
判
官
の
審
議
を
経
て
延
期
が
決
ま

り
ま
し
た
。

―４―

平
成

年
５
月

日
の

２５

２３

第
１
回
弁
論
は
延
期
に

仕
組
債
等
売
却
及
び
解
約
に
伴
う
補
正
予
算
に
つ
い
て

（②＋③）－①＝

損益通算額
③受取利金額②売却等見積額①額面金額仕組商品分類

２億８,７９８万

９,２１８円

６億８,２９１万

９,２１８円
４２億５０７万円４６億円仕組債

４,３３３万５,６４３円
１億４,９０９万

１,６４３円

１０億９,４２４万

４,０００円
１２億円指定金銭信託

３億３,１３２万

４,８６１円

８億３,２０１万

８６１円 ○ウ

５２億９,９３１万

４,０００円 ○イ
５８億円 ○ア合 計
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